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戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─
メ
ロ
ド
ラ
マ
化
と
自
己
パ
ロ
デ
ィ
─

小

川

佐
和
子

ぼ
く
ら
は
他
の
男
た
ち
と
は
少
し
毛
色
が
違
う
ん
だ

モ
ラ
ル
な
ど
と
い
う
も
の
に
足
並
み
そ
ろ
え
て
愛
し
合
う
だ
け
の
奴
ら
と
は
違
う
の
さ

ひ
た
す
ら
奇
異
な
こ
と
を
嗅
ぎ
ま
わ
る
よ
う
な
奴
ら

そ
れ
で
い
て
陳
腐
な
も
の
に
し
か
た
ど
り
つ
け
な
い
奴
ら
と
は
住
む
世
界
が
違
う
ん
だ
よ

で
も
い
っ
た
い
こ
の
気
持
ち
を
ど
う
言
っ
た
ら
良
い
の
か
し
ら

あ
た
し
ら
は
み
ん
な
別
の
世
界
に
住
ん
で
い
る
子
供
な
の
だ
か
ら

ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
夜
し
か
愛
せ
な
い
─

色
ご
と
で
む
せ
か
え
る
よ
う
な
schw
ül（
※
同
性
愛
の
schw
ul）
一
夜
し
か

だ
っ
て
あ
た
し
ら
は
他
の
オ
ト
コ
ど
も
と
は
ち
ょ
い
と
毛
色
が
違
う
ん
だ
も
の
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〈
リ
ラ
の
唄
〉
D
asLila
Lied（
一
九
二
一
年
）

は
じ
め
に

ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
ド
イ
ツ
の
娯
楽
文
化
と
言
え
ば
、
映
画
を
筆
頭
に
レ
ヴ
ュ
ー
や
流
行
歌
、
大
衆
演
劇
、
寄
席

カ
バ
レ
ッ
ト

が
念
頭
に
浮
か
ぶ
（
1
）。
わ

け
て
も
映
画
文
化
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
余
波
に
よ
り
映
画
先
進
国
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
映
画
産
業
は
失
墜

し
た
が
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
並
び
映
画
産
業
で
大
勝
利
を
お
さ
め
て
い
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
政
末
期
の
混
乱
と
敗
戦

の
悲
惨
な
経
験
に
由
来
す
る
背
徳
の
映
画
群
を
経
て
、表
現
主
義
映
画⽝
カ
リ
ガ
リ
博
士
⽞（
一
九
二
〇
年
）の
登
場
と
と
も
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー

ル
時
代
が
幕
を
開
く
。
黄
金
の
二
〇
年
代
に
は
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
や
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ー
ビ
ッ
チ
ュ
の
華
々
し
い
、
し
か
し
き
わ
め

て
キ
ッ
チ
ュ
な
国
民
国
家
的
大
作
映
画
（⽝
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
⽞
二
部
作
な
ど
）
が
国
際
市
場
を
席
巻
す
る
陰
で
、
表
現
主
義
の
反
動
と
し

て
の
室
内
劇
映
画
、
無
字
幕
映
画
、
街
路
映
画
と
い
っ
た
地
味
で
陰
鬱
な
リ
ア
リ
ズ
ム
映
画
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
映
画

文
化
の
重
層
性
は
他
の
隣
接
す
る
娯
楽
文
化
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
⽛
唄
と
ス
テ
ー
ジ
の
世
界
⽜
に
お
け
る
⽛
表
と
裏

の
意
味
⽜
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

巷
で
は
、
人
気
の
流
行
歌
作
曲
家
ミ
ッ
シ
ャ
・
ス
ポ
リ
ア
ン
ス
キ
ー
（
2
）の
〈
リ
ラ
の
唄
〉
や
映
画
デ
ビ
ュ
ー
前
の
ま
だ
無
名
の
マ
レ
ー
ネ
・

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
唄
う
〈
仲
良
し
の
女
と
も
だ
ち
〉
と
い
っ
た
ゲ
イ
・
レ
ズ
ビ
ア
ン
流
行
歌
が
あ
ふ
れ
、
同
性
愛
者
た
ち
が
夜
な
夜
な
集

う
カ
フ
ェ
も
賑
わ
っ
て
い
た
（
3
）。
冒
頭
の
〈
リ
ラ
の
唄
〉
の
一
節
は
、
同
性
愛
を
扱
っ
た
似
非
科
学
映
画
の
タ
イ
ト
ル
⽝
他
の
男
と
は
違
っ

た
男
⽞
A
ndersalsdieA
ndern（
一
九
一
九
年
）
と
も
一
致
す
る
。
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
世
界
に
お
い
て
も
、
良
家
の
子
女
は
道
を
踏

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性
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み
外
す
と
娼
婦
に
堕
ち
て
し
ま
う
か
ら
お
気
を
つ
け
な
さ
い
、と
い
う
よ
う
な
お
決
ま
り
の
物
語
を
持
つ
啓
蒙
映
画（
A
ufklärungsfilm
）

も
し
く
は
性
教
育
映
画
（
Sittenfilm
）
と
名
を
借
り
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
入
り
乱
れ
た
。
裸
体
を
売
り
物
に
す
る
豪
華
レ
ヴ
ュ
ー
も

歯
止
め
が
効
か
な
い
ほ
ど
勢
い
を
増
す
ば
か
り
だ
。
転
々
と
変
わ
る
社
会
政
治
体
制
に
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
、
大
衆
娯
楽
の
世
界
で
も

モ
ラ
ル
や
規
範
の
価
値
観
が
根
底
か
ら
動
揺
し
て
い
た
。

表
現
主
義
と
新
即
物
主
義
、
壮
麗
さ
と
キ
ッ
チ
ュ
さ
、
異
性
愛
と
同
性
愛
、
モ
ラ
ル
と
反
モ
ラ
ル
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
グ
ロ
テ
ス
ク
と

い
っ
た
増
大
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
二
重
性
が
、
先
の
流
行
歌
の
歌
詞
一
つ
を
例
に
み
て
も
schw
ül（
官
能
的
）
と
schw
ul（
同
性
愛

的
）
の
掛
詞
に
表
れ
て
い
る
。
赤
で
も
青
で
も
な
い
紫
色
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
畑
が
一
面
に
広
が
る
夢
の
世
界
。
そ
の
夢
想
が
現
実
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
舞
台
は
首
都
ベ
ル
リ
ン
で
あ
る
（
4
）。
こ
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
特
徴
を
、
映
画
・
流
行
歌
・
寄
席
・
レ
ヴ
ュ
ー
い
ず
れ
の
領
域
と

も
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
当
時
ベ
ル
リ
ン
の
大
衆
舞
台
の
人
気
の
頂
点
に
あ
っ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
文
化
に
見
出
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が

本
論
の
狙
い
で
あ
る
。

本
論
で
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
射
程
と
す
る
。
こ
の
時
代
区
分
は
、
オ
ペ

レ
ッ
タ
作
曲
家
の
第
三
世
代
が
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
躍
し
た
時
期
で
あ
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
⽛
モ
ダ
ニ
ズ
ム
⽜
が
加
速
し
た
時
期
で
も

あ
る
。
本
論
で
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
歴
史
に
お
け
る
⽛
モ
ダ
ニ
ズ
ム
⽜
（
5
）

の
実
態
に
注
目
す
る
。
大
枠
の
議
論
の
流
れ
と
し
て
は
、

メ
ロ
ド
ラ
マ
化
す
る
情
動
的
な
路
線
と
自
己
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
諷
刺
的
な
路
線
と
い
う
、
二
つ
の
相
反
す
る
方
向
性
が
二
〇
年
代
後
半

以
降
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
顕
著
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
が
ナ
チ
ス
の
台
頭
に
よ
り
一
元
化
さ
れ
て
い
く
過
程
ま
で
─
同

時
に
そ
れ
は
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
終
焉
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
─
を
検
討
し
て
い
く
。
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⚑
．
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
位
置
づ
け

音
楽
劇
の
劇
場
と
大
都
市
と
の
関
わ
り
に
大
衆
化
さ
れ
た
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を
見
出
そ
う
と
す
る
取
組
の
中
で
、
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
は
こ

う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。⽛
想
起
の
対
象
と
も
な
り
う
る
大
都
市
⽜
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
、⽛
年
間
レ
ヴ
ュ
ー
の
主
題
は
、
絶
え
ず
モ
ダ
ン
な

都
市
ベ
ル
リ
ン
そ
の
も
の
の
表
象
を
と
り
上
げ
、
自
己
言
及
性
と
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
を
提
示
す
る
⽜
（
6
）。
年
間
レ
ヴ
ュ
ー
の
代
表

的
な
舞
台
の
一
つ
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
持
ち
劇
場
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン
大
劇
場
（
Berlin
Großes

Schauspielhaus,一
九
一
九
─
一
九
三
二
年
）
が
あ
る
。
本
劇
場

は
、
古
代
の
円
形
劇
場
と
近
代
の
都
市
中
間
層
の
た
め
の
劇
場
と

い
う
二
つ
の
理
想
を
結
び
つ
け
た
も
の
と
さ
れ
、
別
名
⽛
五
千
人

劇
場
⽜
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
二
四
─
二
五
年
シ
ー
ズ
ン
の
レ

ヴ
ュ
ー
《
す
べ
て
の
人
に
…
！
》
A
n
A
lle...!（
図
⚑
）
は
、
そ
の

理
想
を
実
現
し
て
大
衆
が
主
役
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
で
あ

り
、
さ
ら
に
第
十
六
場
の
舞
台
は
⽛
大
都
市
ベ
ル
リ
ン
⽜
と
題
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
劇
場
で
一
九
二
〇
年
代
に
毎
シ
ー
ズ
ン
上
演
さ

れ
た
年
間
レ
ヴ
ュ
ー
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
都
市
そ
の
も
の
も

舞
台
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─ 30 ── 31 ─

図⚑ レヴュー《すべての人に…！》
プログラムの表紙
（KHM-Museumsverband,
Theatermuseum Vienna）



さ
て
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
煌
び
や
か
な
怪
し
い
舞
台
裏
に
踏
み
込
む
前
に
、
ま
ず
は
オ
ペ
レ
ッ
タ
全
体
の
時
期
区
分
を
簡
単

に
概
観
し
て
お
き
た
い
。
十
九
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
の
パ
リ
に
お
い
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
JacquesO
ffenbach（
一
八
一

九
年
─
一
八
八
〇
年
）
が
登
場
し
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
い
う
音
楽
劇
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
さ
せ
た
（
7
）。
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
に
続
き
ウ
ィ
ー
ン
に

お
け
る
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
Johann
StraussII.（
一
八
二
五
年
─
一
八
九
九
年
）
ら
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
⽛
金
⽜
の

時
代
が
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
曲
家
の
第
一
世
代
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
ら
に
代
わ
っ
て
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
ウ
ィ
ー

ン
を
拠
点
に
フ
ラ
ン
ツ
・
レ
ハ
ー
ル
Franz
Lehár（
一
八
七
〇
年
─
一
九
四
八
年
）
や
エ
メ
ー
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
Em
m
erich

K
álm
án（
一
八
八
二
年
─
一
九
五
三
年
）
ら
東
欧
出
身
の
作
曲
家
が
台
頭
し
、
彼
ら
時
代
の
寵
児
た
ち
が
⽛
銀
⽜
の
時
代
と
い
わ
れ
る
第

二
次
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た
。
一
般
的
に
⽛
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
⽜⽛
ウ
ィ
ン
ナ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
い
う
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
の
優
雅
な
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
か
ら
レ
ハ
ー
ル
に
い
た
る
時
代
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
群
で
あ
る
。

そ
の
後
、
帝
国
崩
壊
に
伴
い
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
ジ
ャ
ズ
や
レ
ヴ
ュ
ー
、
映
画
と
い
っ
た
大
衆
娯
楽
を
代
表
す
る
要
素
、
潮
流
と
し
て
は

第
一
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
流
入
し
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
新
た
に
展
開
し
て
い
っ
た
⽛
第
三
の
時
代
⽜
が
訪
れ
る
。

従
来
、
二
〇
世
紀
以
降
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
⽛
銀
の
時
代
⽜
と
一
括
り
に
さ
れ
て
き
た
（
8
）。
だ
が
、
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
影
響
下

で
登
場
し
た
ジ
ャ
ズ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
や
、
イ
ギ
リ
ス
発
の
テ
ィ
ラ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
を
取
り
入
れ
た
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
（
9
）、
大
戦
前

の
⽛
ウ
ィ
ン
ナ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
は
形
式
的
・
内
容
的
に
き
わ
め
て
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
は
⽛
第
三

の
時
代
⽜
と
し
て
区
別
し
た
方
が
実
態
に
即
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
最
後
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
時
代
は
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
新

た
な
発
展
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
ナ
チ
ス
台
頭
に
よ
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
衰
退
期
と
も
な
っ
た
。

早
く
も
一
九
〇
三
年
の
時
点
で
批
評
家
の
エ
ー
リ
ヒ
・
ウ
ア
バ
ン
は
次
の
よ
う
に
予
告
し
て
い
た
。
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オ
ペ
レ
ッ
タ
の
新
た
な
国
際
的
拠
点
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
に
な
る
だ
ろ
う
。
パ
リ
、
そ
し
て
ウ
ィ
ー
ン

に
続
き
、
ベ
ル
リ
ン
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
─
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
⽛
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
呼
ば
れ
る
作
品
と
出
会
っ
て
い
る

─
そ
の
創
設
者
は
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ケ
で
あ
る
。〔
中
略
〕
私
は
ベ
ル
リ
ン
に
こ
こ
何
世
紀
か
生
き
て
い
る
あ
る
精
神
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
。
そ
れ
は
陽
気
で
、
大
胆
で
、
諷
刺
的
な
精
神
で
あ
る
。
こ
の
精
神
は
や
が
て
⽛
未
来
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
に
浸
透
し
て
い
く

に
ち
が
い
な
い
（
10
）。

こ
の
予
告
か
ら
数
十
年
後
に
、⽛
陽
気
で
、
大
胆
で
、
諷
刺
的
な
精
神
⽜
に
満
ち
た
⽛
未
来
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
は
、
実
際
ど
の
よ
う
に
実

現
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
中
心
的
に
扱
っ
た
先
行
研
究
は
そ
も
そ
も
少
な
い
が
（
11
）、
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
ヴ
ァ
イ

マ
ー
ル
文
化
の
中
で
レ
ヴ
ュ
ー
に
重
き
が
置
か
れ
、部
分
集
合
の
一
つ
と
し
て
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
扱
わ
れ
て
い
る
（
12
）。
二
つ
目
は
、レ
ヴ
ュ
ー
・

オ
ペ
レ
ッ
タ
の
ナ
ン
セ
ン
ス
さ
を
真
正
面
に
受
け
取
り
、
古
典
的
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
比
べ
て
価
値
が
低
い
も
の
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
（
13
）。

三
つ
目
は
反
対
に
、
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
で
キ
ッ
チ
ュ
な
側
面
を
重
視
し
、
同
時
代
の
他
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
対
象
外

と
さ
れ
て
い
る
（
14
）。
本
論
で
は
古
典
的
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
モ
ダ
ン
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
評
価
の
価
値
基
準
は
設
け
ず
、
同
じ
時
代
と
空
間
の
平

面
上
に
表
出
し
た
多
声
的
な
現
象
と
し
て
両
者
を
対
等
に
捉
え
て
お
き
た
い
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、⽛
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
の
定
義
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
狭
義
に
は
、
⑴
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
に
初
演
・
上
演
さ

れ
た
、
ド
イ
ツ
出
身
の
作
曲
家
が
手
が
け
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
指
す
。
こ
れ
は
主
に
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ケ
や
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
キ
ュ
ネ
ケ
ら
初

期
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
類
さ
れ
る
（
15
）。
こ
れ
に
加
え
て
⑵
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
に
ド
イ
ツ
国
内
で
初
演
・
上
演
さ
れ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
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で
、
ウ
ィ
ー
ン
や
ブ
ダ
ペ
ス
ト
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
拠
点
を
移
し
た
作
曲
家
（
フ
ラ
ン
ツ
・
レ
ハ
ー
ル
、
パ
ウ
ル
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ら
）
の
作

品
も
含
め
る
。
地
域
的
区
分
と
は
別
に
形
式
的
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
⑶
従
来
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ジ
ャ
ン
ル
に
は
収
ま
ら
な

い
作
品
群
、
す
な
わ
ち
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
拠
点
も
ベ
ル
リ
ン
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

⽛
第
三
の
時
代
⽜
で
は
、
領
域
横
断
的
な
協
働
製
作
や
国
際
的
展
開
の
拡
大
、
加
速
す
る
人
材
流
動
、⽛
モ
ダ
ニ
ズ
ム
⽜
の
事
例
そ
の
も

の
が
も
た
ら
し
た
変
容
（
ジ
ャ
ズ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
い
う
形
式
へ
の
変
容
）
や
映
画
の
登
場
に
よ
り
、
大
衆

娯
楽
と
し
て
の
座
を
新
た
な
文
化
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
自
体
が
揺
ら
い
で
き
た
と
も
言
え
る
（
16
）。
そ
の
意

味
で
第
三
の
時
代
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
特
徴
付
け
る
⽛
モ
ダ
ニ
テ
ィ
⽜
は
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
新
た
な
展
開
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

⽛
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
揺
る
が
す
要
因
に
も
な
り
か
ね
な
い
諸
刃
の
剣
で
も
あ
り
え
た
。
し
か
し
な
が
ら

実
態
と
し
て
は
、
レ
ヴ
ュ
ー
、
映
画
、
寄
席
と
い
っ
た
複
数
の
娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
、
ワ
ル
ツ
、
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
、

シ
ミ
ー
、
ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
が
混
在
す
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
い
う
場
は
、
音
楽
、
歌
詞
、

セ
リ
フ
、
身
振
り
、
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
が
花
開
く
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
一
方
で
は
古
典
的
な
類
型
を
完
全
に
は
捨
象
せ
ず
、

引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
他
方
で
は
レ
ヴ
ュ
ー
や
ジ
ャ
ズ
や
映
画
と
い
っ
た
新
要
素
を
貪
欲
に
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
。
こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
的

重
層
性
に
注
目
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
⽛
モ
ダ
ニ
ズ
ム
⽜
の
あ
り
よ
う
を
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
化
と
自
己
パ
ロ
デ
ィ

の
二
極
化
と
し
て
論
じ
て
い
く
。
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⚒
．
メ
ロ
ド
ラ
マ
化
す
る
オ
ペ
レ
ッ
タ

ア
ド
ル
ノ
が
⽛
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
以
後
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
か
ら
派
生
し
た
軽
音
楽
の
白
痴
ぶ
り
⽜
（
17
）

で
あ
る
と
か
、
レ
ハ
ー
ル
作
曲

の
《
フ
リ
ー
デ
リ
ケ
》
に
対
し
て
⽛
高
慢
な
た
わ
ご
と
の
極
端
と
い
う
べ
き
も
の
⽜、⽛⽛
可
愛
い
い
児
ち
ゃ
ん
、
き
み
は
僕
の
瞳
だ
⽜
と
い

う
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
行
り
唄
に
な
っ
た
ベ
ル
リ
ー
ン
風
の
残
忍
さ
⽜
（
18
）

な
ど
と
辛
辣
な
批
判
を
向
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
化
路

線
に
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
レ
ハ
ー
ル
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
⽛
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
と
す
る
。

⽛
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
い
う
言
葉
は
筆
者
の
定
義
で
あ
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
の
は
留
保
を
要
す
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
は
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
た
狭
義
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
演
劇
が
、
そ
の
後
に
小

説
や
オ
ペ
ラ
、
映
画
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
他
の
大
衆
娯
楽
領
域
の
な
か
で
一
般
化
さ
れ
て
い
く
現
象
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
共
通

し
て
、
過
剰
な
情
動
を
喚
起
す
る
形
式
（
主
と
し
て
音
楽
）
が
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
登
場
人
物
の
感
情
描
写
と
劇
的
効
果

を
際
立
た
せ
る
た
め
に
機
能
し
、
感
情
移
入
す
る
観
客
に
カ
タ
ル
シ
ス
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
本
来
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、世
相
を
揶
揄
し
つ
つ
人
々
に
娯
楽
を
提
供
し
て
き
た
も
の
だ
。
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
以
降
、オ
ペ
レ
ッ

タ
は
諷
刺
や
パ
ロ
デ
ィ
と
い
っ
た
対
象
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
要
素
と
滑
稽
に
満
ち
た
大
衆
喜
歌
劇
で
あ
る
。
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
が
オ
ッ

フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
《
中
央
市
場
の
女
商
人
た
ち
》
に
対
し
て
⽛
因
習
的
な
家
庭
催
涙
劇
を
茶
化
し
て
い
る
（
19
）⽜
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
そ
の
よ
う
な
客
観
的
・
反
省
的
態
度
の
欠
如
し
た
、
感
受
性
や
情
動
を
刺
激
す
る
メ
ロ
ド
ラ
マ
演
劇
や
そ
の

後
の
広
義
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
作
品
群
と
は
異
質
の
娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
由
来
も
メ
ロ
ド
ラ
マ
演
劇
で
は

戦
間
期
ベ
ル
リ
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・
オ
ペ
レ
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タ
の
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な
く
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
や
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
ヨ
ハ
ン
・
ネ
ス
ト
ロ
イ
ら
の
音
楽
付
き
諷
刺
劇

ポ

ッ

セ

お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
・
ポ
ッ
セ
に
源
が

あ
る
。
む
し
ろ
民
衆
劇
と
い
う
同
じ
土
俵
に
お
い
て
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
メ
ロ
ド
ラ
マ
演
劇
は
興
行
的
に
は
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
関
係
に
も
あ
る
ジ
ャ

ン
ル
で
あ
っ
た
（
20
）。

た
し
か
に
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
に
比
べ
れ
ば
ウ
ィ
ー
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
諷
刺
性
が
薄
ま
り
、
一
見
無
批
判
な
娯
楽
性
が
高
く
な
る
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
古
典
的
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
金
字
塔
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
の
《
こ
う
も
り
》
D
ieFlederm
aus（
一
八
七
四

年
、
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
初
演
）
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
相
関
図
を
見
る
と
、
倦
怠
期
の
中
年
夫
婦
を
主
人
公
に
据
え
て
、
友
人
の

た
わ
い
も
な
い
復
讐
劇
と
い
う
形
を
取
り
つ
つ
、
じ
つ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
復
讐
を
す
る
と
い
う
図
式
を

取
っ
て
い
た
。
レ
ハ
ー
ル
の
大
ヒ
ッ
ト
作
《
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ゥ
》
D
ielustigeW
itw
e（
一
九
〇
五
年
、
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場

初
演
）
も
、
そ
の
後
何
度
も
映
画
化
さ
れ
た
点
で
通
俗
的
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
も
親
和
性
の
高
い
、
男
女
の
た
わ
い
も
な
い
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

コ
メ
デ
ィ
で
は
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
裏
を
返
せ
ば
、⽛
結
婚
⽜
と
⽛
浮
気
⽜
と
い
う
テ
ー
マ
を
軸
に
据
え
て
、
第
一
次
大
戦
直
前
の
欧
州
同

盟
合
戦
を
戯
画
的
に
描
き
変
え
た
内
容
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
本
来
の
諷
刺
劇
と
し
て
の
性
質
を
考
慮
す
る
と
、⽛
メ
ロ
ド
ラ

マ
化
す
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
は
語
義
矛
盾
を
呈
し
て
さ
え
も
い
る
の
で
あ
る
。

⚒
-⚑
．
エ
メ
ー
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
オ
ペ
レ
ッ
タ

と
こ
ろ
が
、
大
戦
開
戦
後
の
一
九
一
〇
年
台
半
ば
頃
か
ら
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
流
行
し
始
め
た
。
そ
の
流
れ
を
推
し

進
め
た
の
は
、東
欧
か
ら
の
移
民
作
曲
家
と
し
て
レ
ハ
ー
ル
に
並
ぶ
人
気
を
博
し
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
エ
メ
ー
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
マ
ー

ン
で
あ
る
。
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
故
郷
の
民
族
舞
踊
音
楽
の
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
と
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
を
融
合
さ
せ
て
、
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古
き
良
き
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
⽛
多
民
族
・
多
言
語
主
義
⽜
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
音
楽
と
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
体
現
し
て
い
る
見
事
な
作
例

が
多
い
。
決
定
的
な
の
は
、
大
戦
の
最
中
に
ウ
ィ
ー
ン
で
初
演
を
迎
え
た
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
大
ヒ
ッ
ト
作
《
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
侯
爵
夫

人
》
D
ieCsárdásfürstin（
一
九
一
五
年
）
で
あ
る
。
物
語
は
貴
族
の
御
曹
司
エ
ド
ウ
ィ
ン
と
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の
歌
姫
シ
ル
ヴ
ァ
が
繰
り

広
げ
る
身
分
違
い
の
ラ
ヴ
・
ス
ト
ー
リ
ー
。
両
親
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
、
軍
の
召
集
も
か
か
っ
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
一
度
は
シ
ル
ヴ
ァ
と

別
れ
る
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
シ
ル
ヴ
ァ
と
再
会
し
て
最
後
は
め
で
た
く
結
ば
れ
る
と
い
う
、
よ
く
あ
る
型
で
あ
る
。
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
・
フ
ラ
イ
の
解
説
（
21
）に
よ
る
と
、
台
本
を
手
が
け
た
レ
オ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ベ
ラ
・
イ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
は
一
九
一
四
年
五
月
に
カ
ー
ル
マ
ー

ン
に
台
本
の
草
稿
を
渡
し
た
（
そ
の
と
き
の
タ
イ
ト
ル
は
《
愛
に
生
き
よ
》
E
slebedieLiebeで
あ
っ
た
）。
そ
れ
は
第
一
次
大
戦
が
勃

発
す
る
二
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は
⽛
平
時
の
召
集
命
令
⽜
と
い
う
前
提
で
台
本
を
書
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
一

九
一
五
年
の
一
一
月
一
七
日
に
初
演
を
迎
え
た
と
き
に
は
、
観
客
は
誰
一
人
と
し
て
主
役
の
二
人
が
別
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
⽛
召
集
⽜

と
い
う
言
葉
を
平
時
の
意
味
で
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
す
で
に
激
戦
と
な
っ
た
第
四
次
イ
ゾ
ン
ツ
ォ
の
戦
い
の
真
最
中
だ
っ
た
か

ら
だ
。
現
実
の
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
全
編
に
滲
み
出
る
結
果
と
は
な
っ
た
が
、
あ
た
か
も
⽛
現
実
⽜
の
侵
入
か
ら
目
を

背
け
る
か
の
よ
う
に
、
シ
ル
ヴ
ァ
と
エ
ド
ウ
ィ
ン
の
仲
を
取
り
持
つ
フ
ェ
リ
・
バ
ー
チ
は
歌
う
。⽛
人
々
が
踊
っ
て
、
キ
ス
し
て
、
笑
っ
て

い
る
愉
快
な
雰
囲
気
で
は
、
俺
は
世
界
の
不
幸
な
ん
て
気
に
と
め
な
い
。
夜
と
昼
も
逆
転
だ
！
⽜。

当
初
、
一
九
一
四
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
は
終
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
誰
も
が
思
っ
て
い
た
大
戦
は
、
じ
っ
さ
い
に
は
四
年
も
長
引

く
こ
と
と
な
っ
た
。《
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
侯
爵
夫
人
》
が
初
演
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
劇
場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

追
っ
て
い
く
と
、
初
演
か
ら
ほ
ぼ
毎
晩
の
よ
う
に
上
演
さ
れ
、
大
戦
が
終
わ
る
一
九
一
八
年
ま
で
に
は
六
〇
〇
回
以
上
も
の
ロ
ン
グ
ラ
ン

を
記
録
し
て
い
る
。
人
々
を
現
実
逃
避
さ
せ
た
の
か
、
辛
い
現
実
の
癒
し
と
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─ 36 ── 37 ─



た
だ
し
、
物
語
世
界
か
ら
一
歩
身
を
引
い
た
狂
言
回
し
の
役
割
も
担
う
フ
ェ
リ
・
バ
ー
チ
の
歌
は
、⽛
現
実
逃
避
⽜
の
虚
構
性
そ
の
も
の
を

異
化
す
る
効
果
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
十
年
後
、
カ
ー
ル
マ
ー
ン
作
曲
《
マ
リ
ツ
ァ
伯
爵
夫
人
》
G
räfin
M
ariza（
一
九
二
四
年
）
が
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
で

初
演
を
迎
え
る
。
今
度
は
反
対
に
、
裕
福
な
伯
爵
夫
人
マ
リ
ツ
ァ
と
そ
の
財
産
管
理
人
の
タ
シ
ロ
の
格
差
の
恋
物
語
を
描
く
（
タ
シ
ロ
は

没
落
し
た
貴
族
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
実
は
身
分
違
い
で
は
な
い
）。
サ
ブ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
す
る
コ
ロ
マ
ン
・
ジ
ュ

パ
ン
男
爵
が
マ
リ
ツ
ァ
を
口
説
く
と
き
に
歌
う
愉
快
で
滑
稽
な
歌
の
内
容
は
こ
う
だ
。⽛
ま
だ
バ
ラ
が
花
開
い
て
い
る
う
ち
に
、
ヴ
ァ
ラ

シ
ュ
デ
ィ
ン
へ
共
に
行
こ
う
。
そ
こ
で
僕
た
ち
は
幸
せ
に
な
れ
る
。
そ
こ
に
は
赤
と
白
と
緑
の
世
界
が
ま
だ
あ
る
の
だ
か
ら
⽜。
赤
・
白
・

緑
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
旗
を
構
成
す
る
色
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
⽛
血
・
純
潔
・
希
望
⽜
を
表
す
。
こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
初
演
さ
れ
た
一
九

二
四
年
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
⽛
赤
と
白
と
緑
⽜
の
世
界
、
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
は
⽛
ま
だ
⽜
あ
る
の
で

は
な
く
、⽛
も
は
や
⽜
な
い
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
象
徴
で
あ
る
⽛
バ
ラ
⽜
は
と
っ
く
に
枯
れ
て
し
ま
い
、
ヴ
ァ
ラ
シ
ュ
デ
ィ
ン
も
ト
リ

ア
ノ
ン
講
和
条
約
に
よ
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
領
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
マ
ン
・
ジ
ュ
パ
ン
の
陽
気
な
歌
は
、
観
客
に
裏
返
し
た
現
実
を
突
き

つ
け
つ
つ
、
笑
い
飛
ば
す
こ
と
で
現
実
を
克
服
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
第
一
次
大
戦
後
の
、
帝
国
を
喪
失
し
た
観
客
た
ち
が
い
ま
だ
に

な
お
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
時
代
を
懐
か
し
み
、
郷
愁
に
浸
る
の
を
促
し
て
い
る
。
大
戦
前
の
喜
劇
的
で
諷
刺
的
な
レ
ハ
ー
ル
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
コ
メ
デ
ィ
か
ら
、
郷
愁
へ
と
観
客
を
没
入
さ
せ
る
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
へ
と
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
流
行
は

変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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⚒
-⚒
．
フ
ラ
ン
ツ
・
レ
ハ
ー
ル
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ

そ
の
後
も
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
作
曲
し
続
け
る
が
、
レ
ハ
ー
ル
の
方
に
も
変
化
が
起

こ
る
。
ベ
ル
リ
ン
初
演
の
レ
ハ
ー
ル
三
作
品
は
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
ラ
の
類
型
を
再
び
復
元
す
る
よ
う
な

内
容
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
レ
ハ
ー
ル
最
後
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
《
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
タ
》
G
iuditta（
一
九
三
四
年
）
に
い
た
っ
て
は
、
本
来
な

ら
ば
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
よ
う
な
市
民
お
よ
び
中
間
層
向
け
の
音
楽
劇
の
上
演
は
許
さ
れ
な
い
オ
ペ
ラ
専
門
の
格
式
高
い
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇

場
で
初
演
を
迎
え
た
。
そ
の
内
容
も
ビ
ゼ
ー
の
オ
ペ
ラ
《
カ
ル
メ
ン
》（
一
八
七
五
年
）
の
リ
メ
イ
ク
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
も
は
や

軽
佻
浮
薄
な
喜
歌
劇
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
は
か
け
離
れ
た
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
悲
劇
的
オ
ペ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
初
演
の
レ
ハ
ー
ル
三
作
品
と
は
す
な
わ
ち
、《
ロ
シ
ア
の
皇
太
子
》
D
erZarew
itsch（
一
九
二
七
年
、
ド
イ
ツ
芸
術
劇
場
初

演
）、《
フ
リ
ー
デ
リ
ケ
》
Friederike（
一
九
二
八
年
、
ベ
ル
リ
ン
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
劇
場
初
演
）、
そ
し
て
《
微
笑
み
の
国
》
D
asLand

desLächelns（
一
九
二
九
年
、
ベ
ル
リ
ン
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
劇
場
初
演
）
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
悲
恋
を
扱
っ
た
《
フ
リ
ー
デ
リ
ケ
》
は
、

⽛
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
⽜
的
世
界
の
パ
ロ
デ
ィ
で
は
な
く
、⽛
ゲ
ー
テ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
や
⽛
ロ
コ
コ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
呼
ば
れ
た
。《
ロ
シ

ア
の
皇
太
子
》
は
皇
太
子
と
踊
り
子
の
悲
恋
物
語
で
あ
り
、《
微
笑
み
の
国
》
は
中
国
人
の
貴
族
男
性
と
ウ
ィ
ー
ン
の
伯
爵
令
嬢
の
悲
恋
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
ら
か
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
男
性
優
位
社
会
、
階
級
社
会
）
の
犠
牲
に
な
る
ヒ
ロ
イ
ン
、
そ
の

障
壁
を
前
に
し
て
叶
わ
ぬ
ロ
マ
ン
ス
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
男
性
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
二
項
対
立
を
主
軸
に
し

た
悲
劇
的
・
感
傷
的
メ
ロ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
は
、
主
人
公
カ
ッ
プ
ル
は
障
害
を
乗
り
越
え
て
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
を
迎
え
る
が
、
レ
ハ
ー
ル
の
作
品
は
遺
作
の
《
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
タ
》
も
含
め
、
い
ず
れ
も
ア
ン
・
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
な
る
悲
恋
メ

ロ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─ 38 ── 39 ─



こ
の
背
景
に
は
レ
ハ
ー
ル
自
身
が
オ
ペ
ラ
へ
と
傾
倒
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
が
影
響
を
受
け
た
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
・

オ
ペ
ラ
の
主
題
へ
の
変
容
が
見
受
け
ら
れ
、
題
材
面
で
オ
ペ
ラ
へ
の
接
近
が
顕
著
と
な
る
。
た
と
え
ば
《
微
笑
み
の
国
》
は
、《
蝶
々
夫
人
》

や
《
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
》
の
焼
き
直
し
と
も
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
ラ
の
類
型
を
実
現
す
る
に
は
、
観
客
に
過
剰
な
情
動
を
喚
起
す
る
歌
い
手
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
れ
が
当
時
の
大
オ
ペ
ラ
ス
タ
ー
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
タ
ウ
バ
ー
Richard
T
auber（
一
八
九
一
年
─
一
九
四
八
年
）
で
あ
る
。
レ
ハ
ー
ル

の
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
ほ
ぼ
全
て
に
主
演
し
、《
微
笑
み
の
国
》
は
む
し
ろ
彼
の
た
め
に
一
九
二
三
年
の
《
黄
色
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
》

D
iegelbeJackeを
改
作
し
た
レ
ハ
ー
ル
の
自
己
リ
メ
イ
ク
で
も
あ
っ
た
。《
微
笑
み
の
国
》
の
代
表
曲
〈
君
は
わ
が
心
の
す
べ
て
〉
D
ein

istm
ein
ganzesH
erz（
フ
リ
ッ
ツ
・
レ
ー
ナ
ー
＝
ベ
ー
ダ
、
L.ヘ
ル
ツ
ァ
ー
作
詞
）
は
、“
タ
ウ
バ
ー
・
リ
ー
ト
”（
タ
ウ
バ
ー
の
た
め

に
作
曲
さ
れ
た
歌
）
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
彼
は
レ
ハ
ー
ル
の
専
属
歌
手
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
皇
帝
の
避
暑
地
と
し
て
有
名
な
バ
ー

ト
・
イ
シ
ュ
ル
に
あ
る
レ
ハ
ー
ル
の
別
荘
は
現
在
レ
ハ
ー
ル
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
展
示
さ
れ
て
い
た
本
作
の
楽
譜
を
見
る

と
⽛
こ
れ
が
タ
ウ
バ
ー
・
リ
ー
ト
だ
⽜
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
君
は
わ
が
心
の
す
べ
て
〉

わ
た
し
の
心
の
す
べ
て
は
君
の
も
の

君
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い

陽
の
光
が
キ
ス
を
し
な
け
れ
ば

花
々
が
枯
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
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も
っ
と
も
美
し
い
歌
を
君
に
捧
げ
よ
う

こ
の
歌
は
愛
が
あ
っ
て
こ
そ
花
咲
く
も
の
だ
か
ら

も
う
一
度
言
っ
て
ほ
し
い
、
わ
た
し
の
た
だ
一
人
の
恋
人
よ

ど
う
か
も
う
一
度

わ
た
し
は
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
と

一
度
聴
い
た
ら
誰
も
が
口
ず
さ
む
こ
と
の
で
き
る
馴
染
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
り
、
ア
ド
ル
ノ
は
さ
ぞ
か
し
忌
み
嫌
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
の
種
の
甘
い
歌
詞
を
、
オ
ペ
ラ
ス
タ
ー
歌
手
が
確
か
な
技
術
と
十
二
分
な
声
量
で
歌
い
上
げ
る
こ
と
で
、
大
多
数
の
観
客
を
⽛
感
動
⽜

さ
せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
容
易
い
。
タ
ウ
バ
ー
の
よ
う
な
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
歌
手
の
主
演
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
た
と
え
低
俗
な

ジ
ャ
ン
ル
と
み
な
さ
れ
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
あ
っ
て
も
知
識
人
層
は
彼
の
舞
台
を
臆
す
る
こ
と
な
く
観
に
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
22
）。

こ
の
よ
う
に
、
題
材
や
人
材
の
面
か
ら
オ
ペ
ラ
へ
の
接
近
が
明
ら
か
と
な
り
、
本
来
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
備
わ
っ
て
い
た
表
と
裏
の
両
義

性
や
滑
稽
な
諷
刺
性
と
い
う
特
質
は
、
二
〇
年
代
後
半
以
降
の
レ
ハ
ー
ル
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
不
真
面

目
で
ナ
ン
セ
ン
ス
な
冗
談
や
笑
い
、
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
コ
メ
デ
ィ
要
素
が
い
っ
さ
い
な
く
な
り
、
現
体
制
や
過
去
を
批
判
的
に
異
化
す
る

こ
と
も
な
い
。
か
つ
て
の
諷
刺
喜
劇
的
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
悲
劇
的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
ラ
の
類
型
を
再
び
焼
き
直
す
も
の
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
保
守
化
＝
オ
ペ
ラ
化
＝
悲
劇
化
、
す
な
わ
ち
十
九
世
紀
的
価
値
観
へ
の
回
帰
と
も
取
れ
る
現
象
は
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
発
展
過

程
に
お
い
て
は
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ジ
ャ
ン
ル
の
⽛
後
退
⽜
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
れ
は
、
モ
ラ
ル
や
規
範
を
持
た
な
い
群
衆

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
カ
オ
テ
ィ
ッ
ク
な
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
ら
せ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
感
受
性
を
喚
起
さ
せ
、
乾
い

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性
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た
⽛
笑
い
⽜
で
は
な
く
⽛
涙
⽜
の
世
界
に
没
入
さ
せ
る
と
い
う
、
か
つ
て
の
十
九
世
紀
的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
想
像
力
が
再
度
立
ち
現
れ
た

現
象
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
時
代
に
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
想
像
力
が
顕
著
に
立
ち
現
れ
た
よ
う
に
（
23
）、
そ
し
て
こ
の
先
も

第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
さ
ら
な
る
深
手
を
負
っ
た
後
の
世
界
で
現
実
逃
避
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
が
流
行
し
た
よ
う
に
、
戦
間
期
の
ベ
ル
リ
ン

に
お
い
て
も
、
大
戦
と
革
命
を
経
て
、
経
済
的
安
定
期
か
ら
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
、
そ
し
て
大
恐
慌
へ
の
急
変
、
ル
ー
ル
占
領
、
毎
年
の

よ
う
に
変
わ
る
政
治
体
制
、
そ
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
と
、
社
会
や
政
治
体
制
の
地
盤
が
崩
れ
、
日
常
生
活
の
価
値
観
や
貨
幣
価
値
が
混
迷

を
き
わ
め
る
な
か
で
、
行
き
場
の
な
い
感
情
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
か
つ
急
速
な
近
代
化
に
伴
う
不
安
定
さ
に
対
す
る
安
定
し
た
旧
世

界
の
物
語
と
し
て
メ
ロ
ド
ラ
マ
類
型
へ
の
需
要
が
─
そ
れ
が
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
陳
腐
な
内
容
で
あ
っ
て
も
す
で
に
使
い
古
さ
れ
た
、
馴

染
み
の
あ
る
物
語
構
造
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
─
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
一
次
大
戦
前
の
、
世
界
の
崩
壊
の
予
兆
の
時

期
に
お
け
る
《
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ゥ
》
か
ら
、
混
乱
の
二
〇
年
代
ベ
ル
リ
ン
の
《
微
笑
み
の
国
》
へ
と
銀
の
時
代
の
巨
匠
フ
ラ
ン
ツ
・
レ

ハ
ー
ル
の
作
風
は
こ
う
し
て
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
。

⚓
．
自
己
パ
ロ
デ
ィ
化
す
る
オ
ペ
レ
ッ
タ

し
か
し
な
が
ら
す
べ
て
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
メ
ロ
ド
ラ
マ
化
し
た
わ
け
で
も
、
諷
刺
的
な
要
素
を
失
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

《
微
笑
み
の
国
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
い
み
じ
く
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
目
の
前
の
不
幸
に
対
し
て
も
感
情
を
押
し
殺
し
て
微
笑

む
と
い
う
⽛
硬
直
し
た
笑
い
⽜
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、⽛
痙
攣
す
る
笑
い
⽜
と
も
捉
え
ら
れ
る
爆
発
的
な
笑
い
、
む
し
ろ
叫
び
（
24
）に

近
い
よ
う
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
も
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
持
っ
て
い
た
も
う
一
つ
の
⽛
モ
ダ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
の
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顔
で
あ
る
。
そ
れ
が
パ
ロ
デ
ィ
路
線
で

あ
る
。

⚓
-⚑
．
古
典
的
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
翻
案

お
よ
び
新
演
出

⽛
モ
ダ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
は
、
古
典

的
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
新
演
出
と
過
去
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
の
レ
ヴ
ュ
ー
形
式
に
よ
る

翻
案
も
推
し
進
め
た
。
そ
れ
は
ベ
ル
リ

ン
大
劇
場
に
お
け
る
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ャ

レ
ル
Erik
Charell（
一
八
九
四
年
─

一
九
七
四
年
）と
ラ
ル
フ
・
ベ
ナ
ツ
キ
ー

Ralph
Benatzky（
一
八
八
四
年
─
一

九
五
七
年
）
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
一
連
の

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
結
実
し
た
（
表
）。

シ
ャ
レ
ル
は
、
一
九
二
四
年
に
マ
ッ
ク

ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
よ
り
ベ
ル
リ
ン

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─ 42 ── 43 ─

表 エリック・シャレル芸術監督時代(ベルリン大劇場)のプログラム
シーズン 初演 タイトル ジャンル
1924-25 1924.10.21. 《すべての人へ！》An Alle...! ※ レヴュー
1925 1925.5.1. 《主席係長》Der Obersteiger 古典オペレッタの

翻案
1925-26 1925.9.1. 《君のために！》Für Dich! ※ レヴュー
1926 1926.4.30. 《アルト・ハイデルベルク》

Alt-Heidelberg
オペレッタ

1926-27 1926.9.1. 《唇から唇へ》
Von Mund zu Mund※

レヴュー

1927 1927.3.2. 《かつて五月に》Wie einst im Mai ベルリン・ポッセ
1927-28 1927.8.30. 《ミカド》Der Mikado 古典オペレッタの

翻案
1927-28 1927.12.25. 《マダム・ポンパドゥール》

Madame Pompadour※
古典オペレッタの
翻案

1928 1928.5.1. 《三人娘の家》Das Dreimäderlhaus 古典オペレッタの
新演出

1928-29 1928.9.1. 《カサノヴァ》Casanova※ レヴュー・オペ
レッタ

1929 1929.3.2. 《愛しのアウグスティン》
Der liebe Augustin

古典オペレッタの
新演出

1929-30 1929.8.31. 《三銃士》Drei Musketiere※ レヴュー・オペ
レッタ

1930 1930.5.1. 《メリー・ウィドゥ》
Die lustige Witwe※

古典オペレッタの
翻案

1930-31 1930.11.8. 《白馬亭にて》Im Weißen Rössl※ レヴュー・オペ
レッタ

1932-33 1932.12.23. 《サヴォイの舞踏会》Ball im Savoy オペレッタ
※シャレルが演出を手がけた舞台



大
劇
場
の
芸
術
監
督
に
任
命
さ
れ
、
一
九
三
一
年
ま
で
の
お
よ
そ
七
年
間
に
わ
た
り
表
に
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
手
が
け
る
。

テ
ィ
ラ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
に
よ
る
レ
ヴ
ュ
ー
を
製
作
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
シ
ャ
レ
ル
が
、
芸
術
監
督
就
任
期
間
中
に
手
が
け
た
上
演

作
品
は
大
き
く
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。⽛
レ
ヴ
ュ
ー
⽜⽛
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
新
演
出
⽜⽛
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
翻
案
⽜⽛
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ

レ
ッ
タ
⽜で
あ
る
（
25
）。
シ
ャ
レ
ル
は
こ
の
順
に
レ
ヴ
ュ
ー
と
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
関
係
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
劇
場
に
お
け
る⽛
レ

ヴ
ュ
ー
⽜
と
は
、
全
体
を
統
一
す
る
特
定
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
、
歌
・
ダ
ン
ス
・
シ
ョ
ー
・
映
画
・
小
芝
居
・
漫
才
の

総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
意
味
す
る
（
26
）（
図
⚒
）。
す
べ
て
の
レ
ヴ
ュ
ー
の
演
出
を
シ
ャ
レ
ル
が
手
が
け
て
い
る
。
次
に
⽛
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
新

演
出
⽜
と
は
、
初
演
と
は
別
の
劇
場
お
よ
び
別
の
演
出
家
・
舞
台
装
置
家
が
担
当

し
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
設
定
や
舞
台
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
変
更
は
な
い
作

品
群
を
指
す
。
部
分
的
に
レ
ヴ
ュ
ー
の
要
素
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
古
典
オ
ペ

レ
ッ
タ
の
新
演
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
シ
ャ
レ
ル
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
が
演

出
し
て
い
る
。
三
つ
目
の
⽛
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
翻
案
⽜
と
は
、
設
定
や
場
所
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
か
つ
レ
ヴ
ュ
ー
の
要
素

が
強
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
シ
ャ
レ
ル
が
ほ
と
ん
ど
の
演
出
を
手
が

け
る
。⽛
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
に
つ
い
て
は
次
節
で
言
及
す
る
。

⽛
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
新
演
出
⽜
と
⽛
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
翻
案
⽜
を
比
較
す
る

と
、
原
型
を
よ
り
留
め
て
い
る
の
は
新
演
出
の
方
で
あ
り
、
翻
案
に
は
か
な
り
の

改
訂
が
加
え
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
八
年
の
新
演
出
版
《
三
人
娘
の
家
》

─ 42 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 43 ─

図⚒ レヴュー《君のために！》
Cabaret Berlin: Revue, Kabarett
and Film Music between the
Wars, p. 68.



は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
各
幕
の
最
後
に
⽛
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
・
ガ
ー
ル
ズ
⽜
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
場
面
が
加
わ
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
他
方
で
、
一
九
三
〇
年
の
シ
ャ
レ
ル

に
よ
る
翻
案
版
《
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ゥ
》
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
も
舞
台
も
変
更
さ
れ
て
い
る
（
図
⚓
）。
オ
リ
ジ
ナ
ル

は
三
幕
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
シ
ャ
レ
ル
版
は
六
場
構
成

へ
と
変
更
さ
れ
、
舞
台
は
架
空
の
国
ポ
ン
テ
ヴ
ェ
ド
ロ
（
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ
を
揶
揄
し
て
い
る
）
か
ら
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
へ
と

変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
ハ
ン
ナ
・
グ
ラ
ヴ
ァ
リ

は
ハ
ン
ナ
・
グ
ラ
ヴ
ァ
リ
オ
ス
、
ダ
ニ
ロ
は
ダ
ニ
ロ
ス
に
名
前
が
変
更
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ー
イ
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
ダ
ン
ス
や
、
カ
バ
レ
テ
ィ

ス
ト
の
ポ
ー
ル
・
モ
ル
ガ
ン
演
じ
る
黒
人
の
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
幕
の
終
わ
り
に
は
必
ず
⽛
ガ
ー
ル
ズ
⽜
と
⽛
ボ
ー
イ
ズ
⽜
に
よ
る
ダ
ン
ス

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
第
四
場
に
い
た
っ
て
は
、
舞
台
は
ベ
ル
リ
ン
の
キ
ャ
バ
レ
ー
⽛
ヴ
ィ
ン
タ
ー
ガ
ル
テ
ン
⽜（
ベ
ル
リ
ン
で
最

初
に
映
画
が
上
映
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
）
へ
と
移
る
。
最
終
場
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同
じ
く
パ
リ
の
マ
キ
シ
ム
が
舞
台
だ
が
、
ガ
ー
ル
ズ

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
ダ
ン
ス
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
飾
り
、
幕
は
閉
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
翻
案
の
方
に
は
か
な
り
の
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、
も
と
も
と
こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
有
し
て
い
た
歴
史
的
意
義
、
す
な
わ
ち
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
政
治
社
会
状
況
に
対
す
る
多
義
的
な

ア
イ
ロ
ニ
ー
は
失
効
し
て
い
る
（
27
）。

さ
ら
に
映
画
女
優
や
映
画
俳
優
の
出
演
が
目
立
つ
こ
と
も
シ
ャ
レ
ル
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
だ
う
ら
若
い
マ
レ
ー
ネ
・
デ
ィ
ー
ト
リ

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─ 44 ── 45 ─

図⚓ シャレル翻案版
《メリー・ウィドゥ》
プログラムの表紙
（KHM-Museumsverband,
Theatermuseum Vienna）



ヒ
（《
唇
か
ら
唇
へ
》《
マ
ダ
ム
・
ポ
ン
パ
ド
ゥ
ー
ル
》
出
演
）
を
は
じ
め
、
カ
ミ
ラ
・
ス
ピ
ラ
や
ハ
ン
ニ
・
ヴ
ァ
イ
セ
、
リ
ア
ネ
・
ハ
イ

ド
な
ど
特
に
女
優
が
多
い
。
レ
ヴ
ュ
ー
で
見
出
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
初
期
の
ト
ー
キ
ー
映
画
⽝
嘆
き
の
天
使
⽞

（
一
九
三
〇
年
）に
主
演
し
、キ
ャ
バ
レ
ー
で
活
躍
し
て
い
た
作
曲
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ホ
レ
ン
ダ
ー
が
そ
の
映
画
音
楽
を
担
当
す
る
な
ど
、

映
画
界
が
来
る
ト
ー
キ
ー
映
画
の
発
展
に
備
え
て
、ス
タ
ー
発
掘
の
場
と
し
て
シ
ャ
レ
ル
の
レ
ヴ
ュ
ー
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

他
方
で
、
フ
リ
ッ
ツ
ィ
・
マ
サ
リ
ー
な
ど
同
時
代
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ス
タ
ー
歌
手
も
出
演
し
て
お
り
（《
マ
ダ
ム
・
ポ
ン
パ
ド
ゥ
ー
ル
》
主

演
）、
映
画
と
舞
台
を
越
境
す
る
タ
イ
プ
の
女
優
と
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
プ
ロ
パ
ー
の
歌
手
と
が
混
在
し
て
い
た
。

─ 44 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 45 ─

図⚔ 《唇から唇へ》プログラム
の表紙（上）、出演者広告
（下）左上にマレーネ・
ディートリヒ
（KHM-Museumsverband,
Theatermuseum Vienna）



⚓
-⚒
．
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
：
ジ
ャ
ズ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
流
行

オ
ペ
レ
ッ
タ
に
お
け
る
⽛
モ
ダ
ニ
ズ
ム
⽜
の
波
は
、
過
去
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
翻
案
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
新
作
オ
ペ
レ
ッ
タ

に
も
押
し
寄
せ
て
く
る
。
パ
ウ
ル
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
PaulA
braham（
一
八
九
二
年
─
一
九
六
〇
年
）
や
ラ
ル
フ
・
ベ
ナ
ツ
キ
ー
と
い
っ
た

新
参
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
曲
家
、
も
し
く
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
売
れ
て
い
な
か
っ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
曲
家
ら
が
、
ジ
ャ
ズ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
や

レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
い
っ
た
、
モ
ダ
ン
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
世
に
出
し
て
成
功
を
収
め
、
新
た
な
流
行
を
生
み
出
し
て
い
く
か
ら
で

あ
る
（
28
）。

本
格
的
に
ジ
ャ
ズ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
大
ヒ
ッ
ト
の
先
鞭
を
つ
け
た
作
曲
家
の
一
人
が
、
ま
た
し
て
も
エ
メ
ー
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
で

あ
る
。
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
《
シ
カ
ゴ
の
公
爵
夫
人
》
D
ieH
erzogin
von
Chicago（
一
九
二
八
年
、
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
初
演
）

は
分
か
り
や
す
い
例
だ
。
本
作
は
、《
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
侯
爵
夫
人
》《
マ
リ
ツ
ァ
伯
爵
夫
人
》
と
来
て
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
作
品
で

あ
る
。
台
本
は
ユ
リ
ウ
ス
・
ブ
ラ
マ
ー
と
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
コ
ン
ビ
で
あ
る
。
主
題
歌
の
一
つ
〈
今
日
み
ん
な
が

チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
を
踊
る
〉
Charleston,Charleston
tanztm
an
heut!で
は
、⽛
ジ
ャ
ズ
こ
そ
モ
ー
ド
⽜
と
高
ら
か
に
歌
わ
れ
る
こ
と

か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
音
楽
に
影
響
を
受
け
た
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
新
し
い
側
面
が
出
て
お
り
、
全
面
的
に
ジ
ャ
ズ
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
貴
族
と
平
民
、都
市
と
地
方
と
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
を
軸
に
し
て
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
書
き
綴
っ
て
き
た
カ
ー
ル
マ
ー

ン
の
、
今
度
は
第
一
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
新
旧
大
陸
の
対
比
を
軸
に
し
た
作
品
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
富
豪
の

娘
メ
ア
リ
ー
と
バ
ル
カ
ン
の
架
空
の
シ
ル
ヴ
ァ
リ
ア
公
国
の
皇
太
子
ボ
リ
ス
を
め
ぐ
る
ド
タ
バ
タ
恋
愛
劇
。
こ
の
メ
ア
リ
ー
と
ボ
リ
ス
の

二
人
の
ツ
ン
デ
レ
な
対
立
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
対
立
と
し
て
描
か
れ
て
い
く
。
旧
世
界
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
体
現
す
る
ワ
ル
ツ
お

よ
び
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
（
ボ
リ
ス
側
）
と
、
新
世
界
ア
メ
リ
カ
を
体
現
す
る
ジ
ャ
ズ
と
ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
（
メ
ア
リ
ー
側
）
が
混
じ

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─ 46 ── 47 ─



り
合
い
、
音
楽
合
戦
を
繰
り
広
げ
る
と
こ
ろ
は
特
に
見
所
だ
。
最
終
的
に
は
ボ
リ
ス
が
折
れ
て
、
ジ
ャ
ズ
の
ダ
ン
ス
を
受
け
入
れ
る
こ
と

で
メ
ア
リ
ー
と
結
ば
れ
る
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
系
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
カ
ー
ル
マ
ー
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
で
活

躍
し
、
そ
の
後
ナ
チ
ス
の
弾
圧
を
避
け
て
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
に
熱
狂
し
て
そ
れ
を
果
敢
に
と
り
入
れ
つ
つ
も
、
祖
国
の
旋
律
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
の
作
曲
家
の
マ
ー
ジ
ナ
ル
性
が
、
す
で
に
本
作
の
序
曲
か
ら
し
て
作
品
全
体
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
晩
年

に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
発
表
さ
れ
た
《
マ
リ
ン
カ
》
M
arinka（
一
九
四
五
年
）
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
時

代
へ
の
郷
愁
を
忘
れ
て
い
な
い
。
皇
太
子
ル
ド
ル
フ
と
マ
リ
ー
・
ヴ
ェ
ツ
ェ
ラ
男
爵
令
嬢
（
愛
称
マ
リ
ン
カ
）
の
マ
イ
ヤ
ー
リ
ン
ク
で
の

心
中
事
件
が
、
本
作
で
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ル
ド
ル
フ
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
許
し
も

得
て
、晴
れ
て
マ
リ
ン
カ
と
一
緒
に
な
る
こ
と
が
叶
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
も
な
お
、〈
も
し
二
度
と
ワ
ル
ツ
が
踊
れ
な
か
っ
た
ら
〉

と
い
う
主
題
歌
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
響
き
、歴
史
を
都
合
よ
く
歪
曲
す
る
よ
う
な
虚
構
の
物
語
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、カ
ー

ル
マ
ー
ン
の
過
去
へ
の
憧
憬
が
い
か
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
か
想
像
す
る
だ
に
胸
が
詰
ま
る
。《
シ
カ
ゴ
の
公
爵
夫
人
》の
音
楽
構
成
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
が
ア
メ
リ
カ
の
侵
食
を
受
け
た
と
い
う
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
ア
メ
リ
カ
文
化
の
融
合
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
複
数
の
民

族
と
共
生
し
て
い
た
旧
帝
国
時
代
の
感
覚
を
保
持
し
た
ま
ま
、
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
⽛
融
和
⽜
の
対
象
を
ア
メ
リ
カ
に
ず
ら
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、《
シ
カ
ゴ
の
公
爵
夫
人
》
を
皮
切
り
に
、
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
次
の
世
代
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
曲
家
、
す
な
わ
ち
パ
ウ
ル
・
ア
ブ
ラ
ハ

ム
や
ラ
ル
フ
・
ベ
ナ
ツ
キ
ー
が
続
き
、
彼
ら
が
ジ
ャ
ズ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
や
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
製
作
を
始
め
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
ー
ヴ

を
引
き
起
こ
す
。
ベ
ル
リ
ン
大
劇
場
に
お
け
る
シ
ャ
レ
ル
と
ベ
ナ
ツ
キ
ー
の
コ
ン
ビ
は
、⽛
歴
史
物
シ
リ
ー
ズ
⽜
と
称
し
た
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ

ペ
レ
ッ
タ
三
部
作
《
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
》《
三
銃
士
》《
白
馬
亭
に
て
》
を
世
に
出
す
。
こ
こ
で
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
は
、
先
ほ
ど
言
及

し
た
過
去
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
レ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
翻
案
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
レ
ヴ
ュ
ー
形
式
を
組
み
込
む
こ
と
を
念
頭
に
置
か
れ
た
新
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作
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
群
を
指
す
。
な
か
で
も《
白
馬
亭
に
て
》（
図
⚕
）

は
大
ヒ
ッ
ト
し
、そ
の
後
、ロ
ン
ド
ン（
一
九
三
一
年
）、パ
リ（
一

九
三
二
年
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
一
九
三
六
年
）
で
シ
ャ
レ
ル
に
よ

る
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
演
出
版
で
初
演
を
迎
え
た
。《
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
》

は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
の
音
楽
の
再
利
用
で
あ
り
、《
白

馬
亭
に
て
》
は
、
そ
れ
ま
で
一
人
の
作
曲
家
が
創
造
上
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ヴ
を
担
っ
て
い
た
構
図
を
突
き
崩
し
た
（
し
か
も
ベ
ナ
ツ

キ
ー
は
過
去
の
自
分
の
作
品
を
も
再
利
用
し
て
お
り
、

“
Benutzky
使
い
回
し
屋
”
と
揶
揄
さ
れ
た
）。
総
勢
四
人
の
作

曲
家
に
よ
る
総
合
的
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
協
働
製
作
と
い
う
面
を
推
し
進
め
た
点
で
も
新
し
い
（
29
）。
あ
る
い
は
、

特
定
の
音
楽
の
創
造
的
な
帰
属
者
と
し
て
の
作
家
性
の
後
景
化
と
、
演
出
家
と
し
て
の
作
家
性
の
前
景
化
と
も
考
え
ら
れ
る
。
毎
回
演
出

を
変
え
る
国
際
的
な
成
功
と
い
う
点
で
も
演
出
家
の
力
量
に
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

そ
の
後
、
一
九
三
一
年
六
月
ま
で
シ
ャ
レ
ル
が
芸
術
監
督
を
つ
と
め
、
以
後
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
が
復
帰
す
る
が
、
翌
一
九
三
二
─
三
三
年

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
さ
ら
に
新
作
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
《
サ
ヴ
ォ
イ
の
舞
踏
会
》
が
初
演
を
迎
え
る
。
作
曲
を
手
が
け
た
パ
ウ
ル
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム

は
、
す
で
に
一
九
三
〇
年
に
彼
の
二
作
目
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
あ
る
《
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
》
V
ictoriaund
ihrH
usarや
一
九
三
一

年
の
《
ハ
ワ
イ
の
花
》
D
ieBlum
en
von
H
aw
aiiで
成
功
を
収
め
て
お
り
、
い
ず
れ
も
古
典
的
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
類
型
的
な
ワ
ル
ツ
と
ジ
ャ

ズ
を
融
合
さ
せ
た
モ
ダ
ン
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
あ
っ
た
。

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性
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以
下
、
中
心
的
に
分
析
す
る
《
白
馬
亭
に
て
》
の
成
立
過
程
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
く
。
カ
ル
ロ
・
ゴ
ル
ド
ー
ニ
作
《
ミ
ラ
ン
ド
リ
ー

ナ
》（
一
七
五
三
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
初
演
）
を
、
オ
ス
カ
ー
・
ブ
ル
ー
メ
ン
タ
ー
ル
と
グ
ス
タ
フ
・
カ
ー
デ
ル
ブ
ル
ク
が
脚
色
し
、
一
八

九
七
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
初
演
を
迎
え
た
。
そ
れ
を
原
作
に
ハ
ン
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
レ
ル
が
オ
ペ
レ
ッ
タ
用
の
台
本
を
執

筆
す
る
。
演
出
家
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
立
場
と
し
て
の
シ
ャ
レ
ル
、総
合
作
曲
家
と
し
て
の
ベ
ナ
ツ
キ
ー
と
い
う
役
割
分
担
の
も
と
、

創
作
チ
ー
ム
お
よ
び
キ
ャ
ス
ト
陣
を
構
成
す
る
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
自
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
の
協
働
製
作
に
も
と
づ
く

総
合
娯
楽
音
楽
劇
と
し
て
の
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
言
え
る
。

⚓
-⚓
．
パ
ロ
デ
ィ
に
よ
る
両
義
性
・
重
層
性

こ
の
よ
う
な
レ
ヴ
ュ
ー
や
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
そ
の
絢
爛
豪
華
な
舞
台
装
置
や
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
多
数
の
場
か
ら
な
る
場
面

切
り
替
わ
り
の
贅
沢
さ
な
ど
か
ら
、
資
本
主
義
的
・
帝
国
主
義
的
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
目
さ
れ
、
そ
こ
に
は
何
ら
批
判
性
は
な
い
陳
腐
な

娯
楽
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
30
）。
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
を
批
判
し
た
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
の
政
治
的
カ
バ
レ
ー
や
ア

ン
チ
・
レ
ヴ
ュ
ー
、
ク
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ル
＆
ブ
レ
ヒ
ト
ら
の
社
会
派
時
事
オ
ペ
ラ
《
三
文
オ
ペ
ラ
》
に
お
け
る
痛
烈
な
社
会
諷
刺
と
比
べ

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
贅
を
尽
く
し
た
娯
楽
の
一
つ
で
あ
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
フ
ォ
ル
カ
ー
・

ク
ロ
ツ
で
す
ら
も
そ
こ
に
⽛
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
仕
掛
け
は
な
い
⽜
と
述
べ
て
い
る
（
31
）。
だ
が
、
は
た
し
て
実
態
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
作
り
手
側
の
意
識
を
確
認
し
た
い
。
ベ
ナ
ツ
キ
ー
は
、《
君
の
た
め
に
！
》
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
⽛
流
行
歌
の
秘
密
⽜
と
い
う
記
事
の

な
か
で
歌
詞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
南
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
み
、
辛
辣
な
寸
評
を
加
え
る
よ
う
な
、
時
代
に
即
し
た
言
葉
を
用

い
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
日
常
会
話
の
な
か
で
使
い
慣
ら
さ
れ
て
い
る
表
現
を
、
一
般
的
で
は
な
い
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（
奇
妙
な
）
言
葉
と
結
び
つ
け
て
滑
稽
さ
と
驚
き
を
も
た
ら
す
よ
う
に
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
32
）。
こ
こ
で
ベ
ナ
ツ
キ
ー
は
、
歌
詞
の
次
元
で
滑

稽
で
辛
辣
な
批
評
の
役
割
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
現
実
逃
避
で
は
な
く
現
実
を
異
化
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

続
い
て
、
そ
う
し
た
性
質
を
持
つ
歌
詞
を
じ
っ
さ
い
に
観
客
に
届
け
る
演
者
・
歌
手
に
目
を
向
け
、
彼
ら
の
身
振
り
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

造
形
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
歌
い
手
は
先
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
お
け
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
タ
ウ
バ
ー

の
よ
う
な
本
格
派
の
専
属
オ
ペ
ラ
歌
手
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
領
域
に
属
し
て
お
り
、
キ
ッ
チ
ュ
な
パ
ロ
デ
ィ
を
得
意
と
す
る
大
衆
芸
人

た
ち
や
映
画
ス
タ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
大
衆
芸
人
と
は
⽛
歌
役
者
⽜
SingendeSchauspielerと
呼
ば
れ
る
領
域

越
境
型
舞
台
人
た
ち
や
寄
席
芸
人

カ
バ
レ
テ
ィ
ス
ト

た
ち
で
あ
る
。⽛
歌
役
者
⽜
た
ち
の
活
躍
の
場
は
い
わ
ゆ
る
⽛
ク
ラ
イ
ン
ク
ン
ス
ト
⽜
K
leinkunstと
呼

ば
れ
る
、
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
寄
席
演
芸
の
領
域
で
あ
っ
た
。⽛
ク
ラ
イ
ン
ク
ン
ス
ト
⽜
と
は
直
訳
す
れ
ば
⽛
小
さ
な
芸
術
⽜
で
あ
る
。

つ
ま
り
数
千
人
規
模
で
観
客
を
収
容
で
き
る
よ
う
な
巨
大
な
劇
場
や
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
ス
タ
ー
が
出
演
す
る
よ
う
な
高
級
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
な
く
、
寄
席

カ
バ
レ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
観
客
と
の
距
離
が
近
い
小
規
模
の
芝
居
小
屋
の
興
行
で
あ
り
、
出
演
者
も
市
民
と
感
覚
を
共
有
で
き
る
芸

人
た
ち
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
ン
セ
ン
M
ax
H
ansen（
一
八
九
七
年
─
一
九
六
一
年
）
は
、
戦
間
期
に
ウ
ィ
ー
ン
と
ベ
ル
リ
ン
で
も
っ
と
も

人
気
を
博
し
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ス
タ
ー
の
一
人
で
あ
り
、《
マ
リ
ツ
ァ
伯
爵
夫
人
》
の
初
演
で
ジ
ュ
パ
ン
役
に
抜
擢
さ
れ
、《
白
馬
亭
に
て
》

の
レ
オ
ポ
ル
ト
役
で
大
成
功
を
お
さ
め
た
歌
役
者
の
一
人
で
あ
る
。
コ
ミ
カ
ル
な
二
枚
目
半
や
三
枚
目
の
配
役
で
人
気
を
獲
得
し
た
点
か

ら
、
い
わ
ば
ハ
ン
セ
ン
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
時
代
の
喜
劇
役
者
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ジ
ラ
ル
デ
ィ
A
lexanderGirardi（
一
八
五
〇
年
─
一

九
一
八
年
）
の
後
継
者
の
立
ち
位
置
と
な
っ
た
。
ハ
ン
セ
ン
は
ユ
ダ
ヤ
系
で
は
な
か
っ
た
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ゲ
イ
だ
と
か
ら
か
っ
た
諷
刺

的
な
流
行
歌
〈
も
う
惚
れ
ち
ゃ
い
や
よ
？
〉
W
ar̓
n
Sie
schon
m
alin
m
ich
verliebt?（
一
九
三
二
年
）
で
も
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
た

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性

─ 50 ── 51 ─



め
、
後
に
ナ
チ
ス
に
目
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
33
）。
他
に
特
徴
的
な
出
演
者
と
し
て
は
、
パ
ウ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
や
映
画
俳
優
の
パ
ウ
ル
・

ヴ
ェ
ゲ
ナ
ー
で
あ
る
。《
白
馬
亭
に
て
》
の
キ
ャ
ス
ト
を
見
る
と
、
オ
ペ
ラ
歌
手
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ヤ
ン
ク
ー
ン
一
人
の
み
で
、
そ
れ
以
外

は
上
述
の
領
域
越
境
型
の
舞
台
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
も
以
前
の
よ
う
な
貴
族
中
心
で
は
な
い
。
物
語
と
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
避
暑
地
ザ
ル
ツ
カ
ン
マ
ー
グ
ー
ト

を
舞
台
に
、《
白
馬
亭
》
と
い
う
名
の
宿
屋
の
女
主
人
ヨ
ゼ
フ
ァ
と
そ
の
給
仕
レ
オ
ポ
ル
ト
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
来
た
弁
護
士
ギ
ー
ゼ
ケ
の
三

角
関
係
が
軸
と
な
っ
て
い
る
（
34
）。
主
役
カ
ッ
プ
ル
の
ほ
か
に
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
サ
ブ
プ
ロ
ッ
ト
を
飾
る
。

主
役
を
演
じ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
ン
セ
ン
と
同
じ
く
パ
ロ
デ
ィ
の
達
人
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ア
ル
ノ
ー
演
じ
る
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
を
と
り
あ

げ
て
み
よ
う
（
35
）。
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
シ
ー
ン
で
は
⽛
ｓ
⽜
の
発
音
が
で
き
な
い
舌
足
ら
ず
な
恋
人
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
し
て
⽛
ｓ
⽜
を
発
音
す
る
か
を
教
え
な
が
ら
口
説
く
と
い
う
タ
ン
ゴ
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
〈
神
様
が
五
月
を
創
り
給
う
と
き
〉
U
nd
alsder

H
ergottM
aigem
achtが
歌
わ
れ
る
。
作
曲
は
ラ
ル
フ
・
ベ
ナ
ツ
キ
ー
、
歌
詞
は
ロ
ベ
ル
ト
・
ギ
ル
ベ
ル
ト
が
担
当
し
て
い
る
。

〈
神
様
が
五
月
を
創
り
給
う
と
き
〉

神
様
が
五
月
を
創
り
給
う
と
き

ぼ
く
は
よ
う
や
く
彼
女
に
そㅡ

れㅡ

を
教
え
た

小
鳥
が
さ
え
ず
り

彼
女
は
す
ぐ
に
そㅡ

のㅡ

コㅡ

ツㅡ

を
つ
か
ん
だ

春
が
彼
女
に
勇
気
を
与
え
る
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そ
う
し
た
ら
き
っ
と
彼
女
は
そㅡ

れㅡ

を
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
る

今
と
な
っ
て
は
不
思
議
な
こ
と
に

そㅡ

れㅡ

に
つ
い
て
は
彼
女
の
方
が
僕
よ
り
う
ま
い
の
さ
（
36
）（
強
調
筆
者
）

一
見
す
る
と
恋
人
た
ち
の
た
わ
い
も
な
い
デ
ュ
エ
ッ
ト
だ
が
、⽛
そ
れ
⽜
esと
は
何
な
の
か
。
歌
詞
に
お
け
る
言
葉
の
異
化
は
、
ア
ル

ノ
ー
の
舞
台
上
の
演
技
に
よ
り
性
的
諷
刺
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
満
ち
た
も
の
と
な
る
。
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
ア
ル
ノ
ー

は
男
性
器
を
弄
ぶ
身
振
り
を
し
な
が
ら
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
⽛
そ
れ
⽜
esと
ぼ
か
す
こ
と
で
、⽛
ｓ
⽜
の
発
音
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
と
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
戯
れ
が
巧
く
な
る
こ
と
と
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
性
的
な
両
義
性
に
基
づ
く
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク

な
ウ
ィ
ッ
ト
は
、
ア
ル
ノ
ー
が
そ
う
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
定
着
し
て
い
た
の
で
、
観
客
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
観
客
層
の
複
層
性
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
⽛
ガ
ー
ル
ズ
⽜
だ
け
で
な
く
、
じ
つ
は
⽛
ボ
ー

イ
ズ
⽜
の
ダ
ン
ス
も
ほ
ぼ
必
ず
見
せ
場
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
性
の
両
義
性
が
見
受
け
ら
れ
る
（
37
）。

物
語
内
容
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
歴
史
の
パ
ロ
デ
ィ
化
が
行
わ
れ
、
具
体
的
に
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
な
物
語
類
型
の
な
か
で

カ
リ
カ
チ
ュ
ア
を
演
じ
る
歴
史
上
の
人
物
⽛
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
⽜
が
鍵
と
な
る
。《
白
馬
亭
に
て
》
で
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ

フ
一
世
の
パ
ロ
デ
ィ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
⽛
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
⽜
が
登
場
す
る
の
だ
。
し
か
も
、
物
語
の
因
果
関
係
上
は

皇
帝
が
登
場
す
る
必
然
性
は
全
く
な
く
、
そ
も
そ
も
本
作
を
⽛
歴
史
物
シ
リ
ー
ズ
⽜
と
す
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
で
っ
ち
上
げ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
っ
た
。
第
三
幕
第
十
九
場
の
そ
の
名
も
⽛
皇
帝
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
⽜
で
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。

戦
間
期
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ル
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ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
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第
三
幕
第
十
九
場
〈
皇
帝
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
〉

皇
帝
：
人
生
と
は
単
に
そ
う
い
う
も
の
だ

誰
し
も
同
じ
こ
と

一
番
欲
し
い
も
の
は

手
に
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る

も
し
も
欲
し
い
も
の
を
す
べ
て
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
ら

努
力
も
せ
ず
に
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
け
た
ら

そ
れ
は
そ
の
方
が
楽
だ
ろ
う

で
も
人
は
そ
の
う
ち
に
理
解
し
て
く
る

謙
虚
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
口
を
つ
ぐ
む
こ
と
を

諦
め
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
を

微
笑
ん
で
受
け
入
れ
る
の
だ

人
生
と
は
単
に
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ

誰
で
も
同
じ
こ
と

一
番
美
し
い
夢
で
さ
え

何
も
残
ら
な
い
（
38
）
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本
命
の
男
性
と
の
恋
が
実
ら
な
い
ヒ
ロ
イ
ン
の
ヨ
ゼ
フ
ァ
に
対
し
て
、
皇
帝
は
⽛
手
に
届
か
な
い
も
の
は
諦
め
る
⽜
よ
う
諭
す
。
ヨ
ゼ

フ
ァ
と
ヨ
ー
ゼ
フ
と
い
う
分
身
関
係
に
あ
る
両
者
は
、
舞
台
上
で
は
恋
愛
の
断
念
を
了
解
し
つ
つ
、
そ
の
じ
つ
過
去
と
化
し
た
帝
国
の
栄

光
時
代
に
対
す
る
諦
念
を
揶
揄
し
て
お
り
、
こ
の
歌
詞
に
も
二
重
性
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
場
面
を
⽛
メ
ロ
ド
ラ
マ
⽜
と
題
す
る
こ

と
で
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
物
語
類
型
そ
の
も
の
の
パ
ロ
デ
ィ
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
皇
帝
は
あ
く
ま
で
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
な
か
で
役
を
与

え
ら
れ
た
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
39
）。

以
上
の
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
自
己
言
及
的
諷
刺
を
も
特
徴
と
し
て
い
た
。
二
〇
年
代
前
半
の
シ
ャ
レ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー

に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
そ
の
も
の
の
舞
台
上
の
再
現
は
、⽛
モ
ダ
ン
都
市
ベ
ル
リ
ン
⽜
の
パ
ロ
デ
ィ
で
も
あ
っ
た
。
シ
ャ
レ
ル
以
後
も
こ
の
傾

向
は
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
ベ
ル
リ
ン
大
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
パ
ウ
ル
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
作
曲
《
サ
ヴ
ォ
イ
の
舞
踏
会
》
は
、
そ
の
内
容
自

体
が
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
古
典
中
の
古
典
で
あ
る
《
こ
う
も
り
》
の
プ
ロ
ッ
ト
の
パ
ロ
デ
ィ
と
な
っ
て
お
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ジ
ャ
ン
ル
の
過

去
を
再
利
用
し
、
異
化
し
て
い
る
。
か
つ
て
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
が
オ
ペ
ラ
の
権
威
グ
ル
ッ
ク
の
《
オ
ル
フ
ェ
オ
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
》

を
パ
ロ
デ
ィ
に
し
た
《
地
獄
の
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
》
の
よ
う
に
過
去
の
異
化
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
過
去
の
パ
ロ
デ
ィ
は
、
シ
ャ
レ

ル
に
よ
る
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
翻
案
版
《
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ゥ
》
の
配
役
（
ハ
ン
ナ
を
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ト
ル
ー
デ
・
ヘ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
、

カ
ミ
ー
ユ
を
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
ン
セ
ン
が
演
じ
る
）
に
も
見
ら
れ
、
キ
ッ
チ
ュ
な
脱
古
典
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
両
義
性
を
観
客
は
理
解
し
て
鑑
賞
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
時
代
の
オ
ペ

レ
ッ
タ
は
外
部
へ
の
諷
刺
で
あ
り
、
権
威
的
な
も
の
─
政
治
や
社
会
、
す
な
わ
ち
第
二
帝
政
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
、
貴
族
文
化
、
そ
し

て
古
典
オ
ペ
ラ
と
い
う
伝
統
芸
術
─
へ
の
揶
揄
と
い
う
表
向
き
仮
想
敵
あ
り
き
の
諷
刺
だ
っ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
外
部

の
敵
の
不
在
の
も
と
自
己
パ
ロ
デ
ィ
に
満
ち
て
い
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
や
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
の
よ
う
に
明
確
な
政
治
的
諷
刺
を
す
る
こ
と
を
目
的

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
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と
は
せ
ず
、
自
己
も
含
め
た
現
実
に
対
し
て
批
判
的
に
距
離
を
取
る
こ
と
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
自
己
言
及
的
諷
刺
パ
ロ
デ
ィ
集
の
寄
せ
集
め

を
謳
歌
し
つ
つ
、
現
実
に
対
し
て
斜
に
構
え
る
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。

戦
間
期
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
化
と
パ
ロ
デ
ィ
化
と
い
う
両
極
端
の
方
向
を
目
指
し
て
お
り
、
急
速
な
近
代
化

に
伴
う
都
市
中
間
層
の
分
裂
し
た
精
神
性
を
反
映
し
て
い
た
。
カ
ー
ル
マ
ー
ン
や
レ
ハ
ー
ル
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
お
い
て
過
去
へ
の
郷
愁
や

メ
ロ
ド
ラ
マ
の
復
権
が
進
む
一
方
で
、
モ
ダ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
し
て
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
形
式
的
に
は
レ
ヴ
ュ
ー
化
や
ジ
ャ

ズ
化
が
進
み
、
舞
台
も
大
劇
場
化
し
て
い
っ
た
が
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
本
来
備
わ
る
パ
ロ
デ
ィ
の
効
力
、
社
会
批
判
力
の
あ
る
ア
イ
ロ
ニ
カ

ル
な
諷
刺
性
、
性
的
に
二
義
的
な
ユ
ー
モ
ア
、
重
層
す
る
娯
楽
領
域
の
担
い
手
た
ち
─
そ
れ
ら
に
よ
る
多
義
的
な
性
質
は
、
一
貫
し
て

保
持
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
重
層
性
を
一
元
化
し
た
の
は
ナ
チ
ス
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
オ
ペ

レ
ッ
タ
の
終
焉
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

⚔
．
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
終
焉
：

多
義
的
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
か
ら
一
義
的
な
ナ
チ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
へ
、
そ
し
て
現
在

こ
の
よ
う
に
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽛
第
三
の
時
代
⽜
の
新
た
な
展
開
が
伸
び
や
か
に
進
ん
で
い
っ
た
の
と
比
例
し
て
ナ
チ
ス
政
権
も
権
力
を
強

め
て
い
っ
た
。
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
終
焉
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
ナ
チ
ス
の
台
頭
が
き
わ
め
て
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
以
降
の
オ
ペ

レ
ッ
タ
製
作
を
担
う
人
々
の
多
く
が
ユ
ダ
ヤ
系
、も
し
く
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
妻
に
持
つ
者
で
あ
り
、か
つ
こ
の
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ

タ
の
特
徴
で
あ
っ
た
⽛
ジ
ャ
ズ
⽜
や
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン
ス
は
ナ
チ
ス
に
よ
り
退
廃
音
楽
の
烙
印
を
押
さ
れ
、⽛
政
治
諷
刺
⽜⽛
性
的
表
現
⽜
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⽛
ゲ
イ
⽜
な
ど
は
い
ず
れ
も
ナ
チ
ス
が
禁
じ
た
要
素
で
あ
っ
た
た
め
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
新
た
な
発
展
は
物
理
的
に
遮
断
さ
れ
た
。
ナ
チ
ス
の

文
化
面
を
担
当
し
て
い
た
ハ
ン
ス
・
ゼ
ヴ
ェ
ー
ル
ス
・
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。⽛
当
然
の
こ
と
な
が
ら
第
三
帝
国
は
こ
の

典
型
的
に
ユ
ダ
ヤ
的
で
強
力
に
ジ
ャ
ズ
化
さ
れ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
排
除
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
⽜
（
40
）。
そ
れ
ま
で
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、

表
向
き
検
閲
は
あ
っ
た
も
の
の
、
自
由
に
時
代
や
社
会
を
揶
揄
し
、
即
興
的
に
政
治
的
パ
ロ
デ
ィ
を
表
現
し
て
き
た
が
、
も
は
や
ベ
ル
リ

ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
担
い
手
た
ち
は
亡
命
す
る
か
、
収
容
所
で
亡
く
な
る
か
、
ナ
チ
ス
側
に
つ
く
か
と
い
う
選
択
肢
し
か
残
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ナ
ツ
キ
ー
（
妻
が
ユ
ダ
ヤ
人
）
や
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
レ
ル
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
最
後
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
手
が
け
た
パ
ウ
ル
・

ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
脚
本
の
フ
リ
ッ
ツ
・
レ
ー
ナ
ー
＝
ベ
ー
ダ
、
主
演
の
ジ
ッ
タ
・
ア
ル
パ
ー
は
い
ず
れ
も
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
当
劇
場
が
ゲ
ッ

ペ
ル
ス
に
委
譲
さ
れ
る
頃
に
は
上
演
は
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ベ
ナ
ツ
キ
ー
は
ス
イ
ス
へ
、
シ
ャ
レ
ル
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
、
ア
ブ
ラ

ハ
ム
は
故
郷
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
戻
り
、
レ
ー
ナ
＝
ベ
ー
ダ
は
大
戦
中
に
収
容
所
で
亡
く
な
り
、
ジ
ッ
タ
・
ア
ル
パ
ー
も
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
上

り
詰
め
た
キ
ャ
リ
ア
を
断
た
れ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
赴
く
。
ベ
ル
リ
ン
に
集
結
し
て
い
た
モ
ダ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
推
進
者
た
ち
の
才
能

は
散
り
散
り
と
な
り
、
新
た
な
潮
流
は
ひ
と
ま
ず
は
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
⽛
ひ
と
ま
ず
は
⽜
と
留
保
し
た
の
は
、
そ
の
後
一

時
的
に
ウ
ィ
ー
ン
で
再
集
結
し
、
最
後
に
短
期
間
の
復
活
を
遂
げ
る
か
ら
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

ナ
チ
ス
台
頭
以
降
、
上
演
が
許
さ
れ
た
の
は
⽛
ア
ー
リ
ア
人
の
⽜
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
限
ら
れ
た
。⽛
ア
ー
リ
ア
人
の
⽜
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
選
別

し
、
と
き
に
は
事
実
や
台
本
を
歪
曲
し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
利
用
し
て
い
っ
た
過
程
が
見
ら
れ
る
。
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
は
ユ
ダ
ヤ

人
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
即
座
に
禁
止
さ
れ
た
。
活
躍
の
場
を
奪
わ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
作
り
手
に
引
き
換

え
、
十
九
世
紀
の
古
典
的
な
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
相
対
的
に
ユ
ダ
ヤ
色
が
希
薄
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
の
忘
れ
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ら
れ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
品
や
ド
イ
ツ
の
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の《
魔
笛
》の
よ
う
な
民
衆
的
音
楽
劇
）、シ
ュ
ピ
ー
ル
オ
ー

パ
ー
Spieloper（
演
劇
的
要
素
を
重
視
す
る
軽
音
楽
劇
）
の
原
作
に
忠
実
な
リ
バ
イ
バ
ル
上
演
が
増
加
す
る
。
じ
つ
は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
二
世
に
は
ユ
ダ
ヤ
の
血
が
入
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
事
実
は
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
。
出
演
者
に
つ
い
て
も
、
ベ

ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
特
徴
付
け
て
い
た
寄
席
芸
人

カ
バ
レ
テ
ィ
ス
ト

で
は
な
く
著
名
な
オ
ペ
ラ
ス
タ
ー
が
起
用
さ
れ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

も
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
や
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
以
降
は
古
典
オ
ペ
レ
ッ
タ
へ
の
強
制
的
な
回
帰
や
十
九
世
紀
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
⽛
カ
ノ
ン
化
⽜
が
進
み
、

そ
れ
ま
で
の
リ
ベ
ラ
ル
な
上
演
や
即
興
の
演
技
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ロ
デ
ィ
に
よ
る
複
層
性
や
両
義
性
は
禁
じ
ら
れ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
意
義

は
平
板
な
一
元
化
さ
れ
た
も
の
へ
と
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
長
ら
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

現
在
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・
オ
ー
パ
ー
（
元
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
劇
場
）
や
テ
ン
ト
劇
場
テ
ィ
ピ
な
ど
が
ナ
チ
ス
台
頭
以
前

の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
復
活
上
演
を
意
識
的
に
企
画
し
、当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
性
質
を
復
権
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
コ
ー
ミ
ッ

シ
ェ
・
オ
ー
パ
ー
は
総
監
督
バ
リ
ー
・
コ
ス
キ
ー
の
意
向
に
よ
り
、
ユ
ダ
ヤ
系
作
曲
家
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
積
極
的
に
上
演
す
る
と
同
時
に
、

キ
ッ
チ
ュ
な
両
義
性
の
演
出
を
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
近
年
の
上
演
で
は
《
自
分
が
欲
す
る
も
の
を
知
っ
て
い
る
女
》（
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
、
一
九
三
二
年
、
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・
オ
ー
パ
ー
初
演
：
二
〇
一
五
年
、
バ
リ
ー
・
コ
ス
キ
ー
演
出
）、《
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
真
珠
》

（
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
一
九
二
三
年
、
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・
オ
ー
パ
ー
初
演
：
二
〇
一
六
年
、
バ
リ
ー
・
コ
ス
キ
ー
演
出
）、《
ロ
キ

シ
ー
と
ヴ
ン
ダ
ー
チ
ー
ム
》（
パ
ウ
ル
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
一
九
三
七
年
、
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・
オ
ー
パ
ー
初
演
：
二
〇
一
九
年
）
で
あ
る
。《
自

分
が
欲
す
る
も
の
を
知
っ
て
い
る
女
》
と
《
ロ
キ
シ
ー
と
ヴ
ン
ダ
ー
チ
ー
ム
》
で
は
、
男
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
女
性
歌
手
が
、
女
性
キ
ャ
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ラ
ク
タ
ー
を
男
性
歌
手
が
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
て
い
た
。
テ
ン
ト
劇
場
テ
ィ
ピ
で
は
、《
月
夫
人
》（
テ
ィ
ピ
初
演
：
二
〇
一
六
年
）
が
キ
ッ
チ
ュ

な
演
出
で
人
気
を
得
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
⽛
真
正
さ
⽜
と
は
何
な
の
か
と
い
う
議
論
は
、
今
日
の
生
の
舞
台

上
で
も
実
践
が
試
み
ら
れ
続
け
て
い
る
。

注
（
⚑
）
た
と
え
ば
以
下
の
文
献
で
も
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
CabaretBerlin:R
evue,K
abarettand
Film
M
usic
betw
een
the
W
ars,Edelgerm
any

Gm
bH
,2005.

（
⚒
）
〈
リ
ラ
の
歌
〉
で
は
実
名
を
隠
し
て
、“
ア
ル
ノ
ー
・
ビ
ー
リ
ン
グ
”
と
い
う
偽
名
を
使
っ
て
い
た
。

（
⚓
）
石
井
香
江
⽛
集
う
：
ベ
ル
リ
ン
に
花
開
い
た
⽛
女
と
も
だ
ち
⽜
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
⽜
香
川
檀
・
田
丸
理
砂
編
⽝
ベ
ル
リ
ン
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
：
一
九
二

〇
年
代
を
駆
け
抜
け
た
女
た
ち
⽞
三
修
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
二
四
─
二
五
八
頁
。
同
性
愛
や
⽛
エ
ロ
⽜
の
流
行
歌
に
つ
い
て
は
復
刻
版
Ｃ
Ｄ
が
多
く
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

（
⚔
）
ベ
ル
リ
ン
に
は
一
九
八
四
年
に
開
館
し
た
世
界
で
も
珍
し
い
同
性
愛
博
物
館
Schw
ules
M
useum
Berlin
が
あ
る
。
筆
者
が
訪
れ
た
と
き
は
、
ラ
イ

ナ
ー
・
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ァ
ス
ビ
ン
ダ
ー
に
そ
っ
く
り
な
男
性
が
受
付
を
し
て
い
た
。

（
⚕
）
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
す
で
に
《
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ゥ
》（
一
九
〇
五
年
）
の
登
場
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
同
時
代
の
批
評
の
言

葉
を
使
う
と
⽛
モ
ダ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
や
⽛
新
し
い
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽜
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
H
erausgegeben
von
M
arion
Linhardt,Stim
m
en
zur

U
nterhaltung:O
perette
und
R
evue
in
der
publizistischen
D
ebatte
(1906-1933),V
erlag
Lehner:W
ien,2009.

（
⚖
）
‘Introduction’,Len
Platt/T
obias
Becker/D
avid
Linton
(eds.),Popular
M
usical
T
heatre
in
London
and
Berlin:
1890
to
1939,

Cam
bridge
U
niversity
Press,2014,p.7.

（
⚗
）
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
森
佳
子
⽝
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
と
大
衆
芸
術
：
パ
リ
ジ
ャ
ン
が
愛
し
た
夢
幻
オ
ペ
レ
ッ
タ
⽞
早
稲
田

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
。
同
⽝
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
幕
開
け
：
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
と
日
本
近
代
⽞
青
弓
社
、
二
〇
一
七
年
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ク
ラ
カ

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性
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ウ
ア
ー
（
平
井
正
訳
）⽝
天
国
と
地
獄
：
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
と
同
時
代
の
パ
リ
⽞
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
（
一
九
六
二
年
）。

（
⚘
）
Richard
T
raubner,O
peretta:A
T
heatricalH
istory,Routledge,2003.

（
⚙
）
大
量
生
産
・
大
量
消
費
社
会
と
テ
ィ
ラ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
の
装
飾
的
な
身
体
の
動
き
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
批
評
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ー
ク

フ
リ
ー
ト
・
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
（
船
戸
満
之
・
野
村
美
紀
子
訳
）⽝
大
衆
の
装
飾
⽞
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
。

（
10
）
Erich
U
rban,‘D
ie
W
iedergeburtder
O
perette’,D
ie
M
usik.Illustrierte
H
albm
onatsschrift,3/4
(1903/4),s.280.

（
11
）
O
tto
Schneidereit,Berlin
W
ie
esw
eintund
lacht:Spaziergänge
durch
BerlinsO
perettengeschichte,V
EB
Lied
zur
Zeit,M
usikverlag,

Berlin,1973.

（
12
）
Franz-Peter
K
othes,D
ie
theatralische
R
evue
in
Berlin
und
W
ien
1900-1938:T
ypen,Inhalte,Funktionen,H
einrichshofen̓
s
V
erlag

W
ilhelm
shaven,1977.

（
13
）
V
olker
K
lotz,O
perette:Porträtund
H
andbuch
einer
unerhörten
K
unst,Bärenreiter,2004.

（
14
）
K
evin
Clarke,‘Zurück
in
die
Zukunft:A
spekte
der
A
ufführungspraxis
des
W
eißen
R
össl’,Im
w
eißen
R
össl:Zw
ischen
K
unstund

K
om
m
erz,M
usik-K
onzepte
133/134,2006,ss.101-126.

（
15
）
ウ
ア
バ
ン
の
先
の
評
で
も
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ケ
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
Ｓ
Ｆ
オ
ペ
レ
ッ
タ
《
月
夫
人
》

Frau
Luna（
一
八
九
九
年
）
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
作
中
の
〈
ベ
ル
リ
ン
の
空
気
〉
BerlinerLuft!と
い
う
行
進
曲
は
今
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

時
期
的
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
メ
リ
エ
ス
の
Ｓ
Ｆ
ト
リ
ッ
ク
映
画
⽝
月
世
界
旅
行
⽞（
一
九
〇
二
年
）
の
流
行
と
重
な
り
、
Ｓ
Ｆ
も
の
が
大
衆
娯
楽
の
一
つ
の
主
題

と
な
っ
て
い
た
。《
月
夫
人
》
の
脚
本
を
手
が
け
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ボ
ル
テ
ン
＝
ベ
ッ
カ
ー
ス
は
、
ド
イ
ツ
初
期
映
画
を
代
表
す
る
メ
ス
タ
ー
社
で
も
映
画
監

督
を
務
め
て
お
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
映
画
は
草
創
期
か
ら
内
容
・
人
材
の
両
面
で
手
を
組
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
16
）
映
画
か
ら
オ
ペ
レ
ッ
タ
へ
の
影
響
の
初
期
の
事
例
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ン
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
《
映
画
の
女
王
》
D
ieK
ino-K
önigin（
一
九
一
二

年
）
が
あ
る
。

（
17
）
T
h.W
.ア
ド
ル
ノ
（
高
辻
知
義
・
渡
辺
健
訳
）⽝
音
楽
社
会
学
序
説
⽞
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
（
一
九
六
二
年
）、
七
五
頁
。

（
18
）
同
上
、
五
六
頁
。

（
19
）
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
⽝
天
国
と
地
獄
⽞、
二
六
〇
頁
。
こ
こ
で
の
⽛
因
習
的
な
家
庭
催
涙
劇
⽜
と
は
狭
義
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
演
劇
を
指
し
て
い
る
。
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（
20
）
⽝
オ
ペ
ラ
／
音
楽
劇
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
⽞
ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
七
年
、
二
七
八
頁
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ポ
ッ
セ
に
つ
い
て
は
以
下
の
解
説
に

詳
し
い
。
ウ
ィ
ー
ン
民
衆
劇
研
究
会
編
訳
⽝
オ
ペ
ラ
・
パ
ロ
デ
ィ
の
世
界
：
も
う
一
つ
の
オ
ペ
ラ
の
愉
し
み
⽞
立
教
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。

（
21
）
Stefan
Frey,‘E
slebe
die
Liebe
in
Zeiten
desK
rieges...:Em
m
erich
K
álm
áns
W
eltkriegsoperette
D
ie
Csárdásfürstin’,Program
m
heft

“D
ie
Csárdásfürstin”,Saison
2010/11,V
olksoper
W
ien,ss.12-25.

（
22
）
平
井
正
⽝
ベ
ル
リ
ン
1923
─
1927：
虚
栄
と
倦
怠
の
時
代
⽞
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
七
五
頁
。
同
⽝
ベ
ル
リ
ン
1928
─
1933：
破
局
と
転
換

の
時
代
⽞
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
二
年
、
一
八
〇
―
一
八
一
頁
。

（
23
）
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
（
四
方
田
犬
彦
・
木
村
慧
子
訳
）⽝
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
想
像
力
⽞
産
業
図
書
、
二
〇
〇
二
年
。

（
24
）
Clarke,‘Zurück
in
die
Zukunft’.

（
25
）
M
arita
Berg,‘D
etJeschäftistrichtig!D
ie
Revueoperetten
des
Erik
Charell’,Im
w
eißen
R
össl:Zw
ischen
K
unstund
K
om
m
erz,ss.

59-79.

（
26
）
レ
ヴ
ュ
ー
《
君
の
た
め
に
！
》
の
第
七
場
で
は
ウ
ー
フ
ァ
製
作
の
⽝
麻
酔
⽞
N
arkoseと
題
さ
れ
た
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）
M
oritz
Csáky,Ideologie
der
O
perette
und
W
iener
M
oderne:E
in
kulturhistorischer
E
ssay,Böhlau
V
erlag,1998,ss.89-100.

（
28
）
こ
の
状
況
に
対
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
、
新
聞
雑
誌
に
お
け
る
言
説
の
上
で
も
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
レ
ヴ
ュ
ー
を
め
ぐ
っ
て
批
評
家
や
実
作
者
ら
の

記
事
が
増
え
て
く
る
。
そ
こ
で
は
、
レ
ヴ
ュ
ー
を
全
面
的
に
支
持
し
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
レ
ヴ
ュ
ー
や
映
画
の
人
気
に
押
し
や
ら
れ
、
す
で
に
過
去
の
も
の
と

な
っ
た
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
未
来
は
な
い
と
い
う
レ
ヴ
ュ
ー
派
の
意
見
や
、
レ
ヴ
ュ
ー
は
軽
薄
な
も
の
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た
物
語
の
あ
る
台
本
に
基
づ
い

た
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
方
こ
そ
質
が
上
だ
と
す
る
意
見
（
レ
ハ
ー
ル
や
カ
ー
ル
マ
ー
ン
ら
古
参
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
曲
家
に
多
い
）、
ど
ち
ら
に
も
組
し
な
い
中
立
派

の
意
見
と
い
う
三
つ
の
種
類
に
大
ま
か
に
分
け
ら
れ
る
（
‘[Rundfrage:],O
perette
oderRevue?’,In:D
ieBühne3,1926）。
執
筆
者
は
、
カ
バ
レ
テ
ィ

ス
ト
の
カ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
カ
ス
、
作
曲
家
の
カ
ー
ル
マ
ー
ン
、
コ
ル
ン
ゴ
ル
ト
、
レ
ハ
ー
ル
、
コ
ン
フ
ェ
ラ
ン
シ
エ
の
ア
ン
ト
ン
・
ク
ー
、
文
筆
家
の
エ
ゴ

ン
・
フ
リ
ー
デ
ル
ほ
か
。

（
29
）
オ
ペ
レ
ッ
タ
創
作
に
お
け
る
作
者
の
複
数
性
は
す
で
に
十
九
世
紀
半
ば
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
潜
在
的
な
作
家
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
明
示
さ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
⽛
協
働
⽜
の
発
想
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
大
林
の
り
子
⽛
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
オ
ペ
レ
ッ

タ
演
出
：
新
た
な
祝
祭
劇
へ
の
接
点
（
⚑
）⽜⽝
近
現
代
演
劇
研
究
⽞
vol.7、
日
本
演
劇
学
会
分
科
会
近
現
代
演
劇
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
。

戦
間
期
ベ
ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
重
層
性
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（
30
）
萩
原
健
⽛
宝
塚
を
二
度
迎
え
た
ベ
ル
リ
ー
ン
の
劇
場
：
そ
の
レ
ヴ
ュ
ー
の
歩
み
⽜
中
野
正
昭
編
⽝
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ウ
の
時
代
⽞
森
話
社
、
二
〇
一
五
年
、

三
〇
六
─
三
三
二
頁
。

（
31
）
K
lotz,O
perette,ss.266-268.

（
32
）
Ralph
Benatzky,“Ü
ber
das
Geheim
nis
eines
‘Schlagers’”,M
agazin
und
Program
m
《
Für
D
ich!》,Großes
Schauspielhaus,1925.

（
33
）
M
arie-T
heresA
rnbom
,W
ar̓
n
Sieschon
m
alin
m
ich
verliebt?Film
stars,O
perettenlieblingeund
K
abarettgrößen
zw
ischen
W
ien
und

Berlin,W
ien・
K
öln・
W
eim
ar,2006.

（
34
）
第
二
次
大
戦
後
に
流
行
し
た
〈
郷
土
映
画
〉
や
〈
ザ
ル
ツ
カ
ン
マ
ー
グ
ー
ト
映
画
〉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
も
由
来
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

瀬
川
裕
司
⽝
映
画
都
市
ウ
ィ
ー
ン
の
光
芒
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
映
画
全
史
⽞
青
土
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
九
二
頁
─
二
〇
〇
頁
。
な
お
《
白
馬
亭
》
は
現
在
も

あ
り
、
建
物
の
壁
に
は
ベ
ナ
ツ
キ
ー
の
記
念
碑
が
あ
る
。

（
35
）
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
性
的
両
義
性
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
参
考
に
し
て
い
る
。
Clarke,‘Zurück’in
die
Zukunft’.

（
36
）
R
egie
und
Soufflierbuch
“Im
W
eißen
R
össl”:Singspielin
3
A
kten,CharivariM
usikverlag,1931,2.s.55.

（
37
）
《
三
銃
士
》
に
お
け
る
男
性
ス
ト
リ
ッ
プ
、《
白
馬
亭
に
て
》
に
お
け
る
民
族
ダ
ン
ス
、
男
女
と
も
体
の
ラ
イ
ン
が
強
調
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
族
衣
装
、

プ
ー
ル
で
の
水
着
姿
と
い
っ
た
場
面
は
、
ヘ
テ
ロ
・
セ
ク
シ
ャ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
ゲ
イ
・
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
観
客
層
の
ま
な
ざ
し
も
満
た
す
。⽛
半
ズ
ボ
ン
を

履
い
た
み
ず
み
ず
し
い
男
た
ち
が
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
そ
の
尻
を
投
げ
つ
け
て
く
る
。
た
く
ま
し
い
尻
た
ぶ
付
き
で
！
⽜（
“Für
D
ich”
へ
の
批
評
。

Erich
U
rban,BZ
am
M
ittag,9.19.1925.）

（
38
）
R
egie
und
Soufflierbuch
“Im
W
eißen
R
össl”,s.76.

（
39
）
フ
ォ
ル
カ
ー
・
ク
ロ
ツ
は
皇
帝
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
つ
い
て
⽛
馬
鹿
馬
鹿
し
い
未
解
決
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
⽜
と
述
べ
て
お
り
、⽛
ウ
ィ
ー
ン
王
政
復
古
劇
場
に
お
け

る
小
市
民
の
“
改
悛
劇
”
へ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
後
退
⽜
と
指
摘
し
て
い
る
。
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Zur Vielschichtigkeit der Berliner Operette:
Melodramatisierung und Selbstparodie

Sawako OGAWA

Der vorliegende Beitrag legt den Fokus auf die Berliner Operette in der
Zeit der 1920er bis 1930er Jahre. Die Berliner Operette der Weimarer Zeit
hatte Elemente aus der Revue, dem Jazz oder dem Kino - also aus der
typischen Populärunterhaltung - absorbiert und sich sehr rasch zu einer
„modernen Operette“ gewandelt. Als konkrete Erscheinungsformen können
die Melodramatisierung von Operetten, die Neuinszenierung von klassischen
Operetten, die Adaptation von klassischen Operetten in Revue-Form, neue
Produktionen von Revue-Operetten oder neue Operetten, die klassische
parodieren, genannt werden. Die Operette diente auch als Sprungbrett für
die Kinostars des aufkommenden Tonfilms und war ebenso Stoff für diesen.
Das Ziel dieses Beitrags ist, die Gegebenheiten der „Modernisierung“ der

Operette, die in Berlin stattfand, darzulegen, wobei die von dem Bühnen- und
Filmregisseur Erik Charell und dem Komponisten Ralph Benatzky gemein-
sam geschaffene Operetten-Serie an dem großen Schauspielhaus Berlins im
Zentrum steht und auch verschiedene Aspekte der Zusammenarbeit
zwischen angrenzenden Unterhaltungsgenres eingeordnet werden. Es soll
dabei auch die Entwicklung untersucht werden, wie zwei unterschiedliche
Richtungen, nämlich die auf Emotionen setzende Tendenz zur
Melodramatisierung und die satirische Tendenz zur Selbstparodie, die ab der
zweiten Hälfte der 20er Jahre deutlich geworden waren, durch das
Aufkommen des Nationalsozialismus nivelliert und vereinheitlicht wurden
(was jedoch auch das Ende für die Operette bedeutete).
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